
党語法句経 (SDhp)の研究 その2 (水野〕

cf. ~仏教研究~ 11 p.24. Sn 14; GDhp 88 cf. Uv 32.79 

結語 samapta dharmapadax amrtapada* gatha-satani panca dve ca 

gathe. yatha drきい血 tathalikhitam iti pariharo 'yam asmadiya}:!， 

古ubhamastu sarva-satvana泣い.

x R本 dharmmapada， * R本 Opadat，ム S本 sarvastvanath，R本

sarvva-satvanan. 

対応偏 (parallel)の追加

偏 14 Yoga 16 偏190 J vi 236 偏344 Yoga 38 

11 186 J vi 236 が246 KhpA 168 庁 345 Yoga 35 

11 187 J vi 236 庁 247 KhpA 168 11 357 Y oga 34 

11 189 J vi 236 11294 Yoga 18 庁 402 SnA 14 

註記 Yoga16 等は，党文『橡伽師地論~ (Yogacarabhumi， Sarhkrityayanaが

チベットから写真に撮ったもの〉の「本地分J11思所成地 (Cintamayibhumi) 

中の体義伽他 (Sarirartha-gatha)41項目の番号数を示す。 (Sarirarthagatha:A 

Collection of Canonical Verses in the Yogacarabhumi， Part 1; Text by Fumio 

Enomoto， 1989 Gottingen) 

なお本稿では，対応偶がパーリ Dhpである場合には， その parallelは簡略し

て掲げた。詳しくは拙著『法句経の研究~ pp. 82-261に出ている対応偶参照のこ

と。何れ『仏教研究』誌でさらに詳細な PaliDhammapadaの Parallel表を発表

したい。
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一一原始仏教の身心観一一

村上真完
(東北大学教授・文博)

五部派の論書や註釈書類における解釈

はじめに

これまで，本稿(I)， (II)， (盟)において，原始仏教経典(ニカーヤ・阿

合)について見てきたようなサンカハーラ (sal'J1khara，sal'J1skara，行，勢力，
アピタルマ

身心の勢力，とくに心の勢力)の意味が，後の論書(阿毘達磨〉や註釈書類に

おいても，妥当するか，どうか。このような問題を考察することによって，表

記の論題をしめくくりたい。

一体にニカーヤ・阿合に種々に説かれた教説を解釈し体系づけることが，部

派仏教の論書や註釈書類の課題であった。

それら部派の中で，すべて原典(パーリ語〉を伝えて今日にいたっているの

が，スリランカに行われたパーリ上座部だけである。多くの論書を作り大乗仏

教にも影響を与えたのは，インド中央から西北に行われた説一切有部である。

このほか，説一切有部の教義に批判を加え続けた経部(経量部〉を始めとし

て，多くの部派の存在も知られているが，部派の多くの実態は必ずしも明らか

になってはいない。いま思想史的に見るならば，上掲の三派の主張が主要であ

ると考えられる。

それら部派の論書に見られる主張は，決して原始経典の趣旨と同ーとは見な

す乙とができない。にもかかわらず，原始経典の種々の教説を解釈し体系化し

ようとした諸論書の所説には，原始仏教の解釈としても，看過できないものが

あると考えられる。論書や註釈書を書き伝えた論師たちは，二十世紀の我々よ

りもっと多く聖典に親しみ，その真意を探究するのにより熱心であったであろ

う。我々の知らない多くの伝承を保有していたであろう。なるほど我々は現存

する諸部派や大乗の経論を公平に， しかも批判的に見られる優位な立場にはあ
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る。しかし我々が部派の諸論師たちより正しい深い解釈に達しているという保
ゆえん

証は，どこにもないのである。これが先師たちの所論を看過できない所以であ

る。また原始仏教聖典から部派の論書にいたる閣のサンカハーラ(行〉の観念

の発展や変遷を見届けることも，思想史を構築する上では欠かせないであろ

う。筆者は別に原始仏教のサンカハーラ(行〉に先行する観念をブラーフマナ

文献においてたどって見たわ。そしてインド哲学一般におけるサンスカーラ

(行)の意味用法についてもふれてきたの。要するに原始仏教のサンカハーラ

(行〕の観念も，孤立しているのではない，ということが，おいおい理解され

るようになるであろう，と思うのである。

(1) パーリ論書・註釈書類におけるサンカハーラ(行〉の定義と分類

(ー) ~法集論~ (Dhamma-sanga阜の

ノfーリの論蔵の中『法集論j(Dhamma-saえgatzi=Dhs と略)~には，サンカ

ハーラ(行)の分類が認められる。すでに見たように，原始経典 (S.1V. p. 

218)においても，サンカノ、ーラ(行，勢力〉の内容として，種々なる細目も考え

られていたしベ論蔵に先行すると考えられる『無様解道(Patisambhidamagga

=Patis. pp.11-15)の中にも，サンカハーラ(行)の分類と思われるものが認

められた針。

『法集論』がサンカハーラ(行)として挙げる七十ほどの項目は， r無礎解道』

の分類とは異なって，むしろ，部分的には原始経典に減る用語を含んでいる

が，新しい用語をも加えている。

「法集論』の第一篇は「心生起品(c i ttu ppadaka判a)Jと呼ばれ，種々に分

類された心(三界および、出世間の八十九心)5)とそれに付随する心作用(心所〉

の発生を説いている。それぞれの場合に，受・想・行・識の四羅(集合体，集

合〉があるが，行語(心身の勢力の集合〉の内容は多数の項目に拡大されてい

る。

まず第一心の場合について， rその時における行趣 (saIikhara-khandha，行
の集合)は何か』といって挙げられる諸項目 (Dhs.pp. 17-18， ~ 62)を次にみ

てみよう。いま通常の漢語を主とする(水野弘元教授や佐藤良智教授による〉

訳語，原語，筆者が考えるわかりやすい訳語， リス・デヴィヅ夫人の英訳語を

順に示しておく 6)。

(1) 触 phassa (接触) contact 

(2) 思 cetana(意志，意思，志向) thinking 

(3) 尋 vitakka (大雑把な思考) conception 
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(4) 伺 vicara (細密な考察) discursive thought 

(5) 喜 piti (よろこび) joy 

(6) 心ー境性 cittass' ekaggata (心が一点に集中すること)self-collected-

ness 

(7) 信根 saddhindriya (信の機能) the j々cultyof faith 

(8) 精進根 viriyindriya (精進努力の機能) the jムculわ，of energy 

(9) 念根 satindriya (記憶・専念の機能) the faculり ofmindfulness 

帥定根 samadhindriya(心統一の機能) the faculり ofconcentration 

帥慧根 pannindriya(智慧の機能) the faculか ofwisdom 

倒命根 jivitindriya(生命の機能，生命力) the facuZり ofvitality 

帥正見 samma-dinhi(正しい見方) right vieω5 

帥正居、 samma-saIikappa(正しい思い) right intention 

M 正精進 samma-vayama (正しい精進努力) right endeavour 

同正念 samma-sati(正しい記憶・専念) right mindfulness 

帥正定 samma-samadhi(正しい心統一) right concentration 

(1~ 信力 saddha-bala (信の能力) the power of faith 

M 精進力 viriya-bala (精進努力の能力) the power of energy 

制念力 sati-bala(記憶・専念の能力) the ρower of mindfulness 

制定力 samadhi-bala(心統一の能力) the power of concentrati白1

制慧力 panna-bala(智慧の能力) the power 0 f wi・sdom

帥惰力 hiri-bala (自らに恥じる能力) the ρower of conscientiousness 

帥悌力 ottappa-bala (他に対して恥じる能力) the power of the fiωf 

of blame 

帥無責 alobha(貧らないこと) absence of lust 

帥無損 adosa(憎まないこと) absence of hate 

帥無療 amoha(迷いがないこと) absence of dullness 

倒無責欲 anabhijjha(欲しがらないこと) absence of convetousness 

帥無損毒 avyapada(悪意のないこと) absence of malice 

帥正見 samma-dinhi(正しい見方) right views 

制漸 hiri(自らに恥じること) concientiousness 

Ó~ 憐 ottappa(他に対して恥じること) the fear of blame 

。事身軽安 kaya-passaddhi (身が軽く安らかなこと) sereniわ，of sense 
Ó~ 心軽安 citta-passadhi (心が軽く安らかなこと) sereniり，of thought 
伸身軽快性 kaya-lahuta(身が軽快なこと) buoyancyザ se出 t
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帥心軽快性 citta-Iahuta(心が軽快なこと) buoyancy 01 thought 

例身柔軟性 kaya-muduta(身が柔軟なこと)ρlasticity01 sense 

~~ 心柔軟性 citta-muduta(心が柔軟なこと) plasticiかげ thought

~~ 身適業性 kaya-kammannata (身が仕事に堪えること) wieldiness of 

sense 

制 心適業性 citta-kammannata(心が仕事に湛えること) wieldiness 01 

thought 

制 身練達性 kaya-pagunnata(身が熟練していること) fitnes 01 senses 

帥心練達性 citta-pagun直ata(心が熟ししていること)fitnes 01 thoughts 

制身直性 ka)吋jukata(身が真直であること) rectitude 01 sense 

制心直性 cittujjukata(心が真直で、あること) rectitude 01 thought 

伺念 sati(記憶・専念) mindlulness 

制 正知 sal1lpaja白色a(よく意識していること) intelligence 

帥止 samatha(寂止，心を落ちつかせること) quiet 

倒観 vipassana(観察) insight 

制勤励 paggaha(策励，努力) grωρ7) 

制不散乱 avikkhepa(心が散乱しないこと，専念) balance 

以上五十項目であるが，その中で帥と帥の正見は重複しているから，内実は

四十九項目である。しかしその後に

『或いはまたその〔善心の〕ときに，受麺(感受の集会〉を除き恕撞(表

象・観念の集合〉を除き識語(認識の集合〉を除いて他にも・縁によって生

じた (paticca-samuppanna)・無色の (arupin，色形のない)諸法(要素〕が

あれば，これがそのときに，行語(行=身心の勢力の集合〕であるJ(Dhs. 

p. 1810-13， ~ 62)8) 

と付け加えている。つまり，上記の他にも，色(形〉のない， しかも受，想，

識の集合の中に含まれない，何らかの法があれば，それが行語だというのであ

る。なおこの法というのは，心身の要素(または属性〉または存在の要素のよ

うな意味と解されるであろう。以上は欲界第一善心のときの行殖の分類であ

る。

欲界第ーの善心とは，水野博士の語では「喜倶智相応」と呼ばれている。

『法集論J(Dhs. p. 9， ~ 1)9)には次のように説かれている。

「どれが善法 (dhammakusala， pl.)か。およそ欲界の善心 (kamavacara

kusala citta)が起乙るとき， 喜(よろこび)をともない(somanassasaha輔

gata)・智と相応し(結びつき)(na:ga-sampayutta)・或いは色を対象(所縁)
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とし (ruparamm叫 a)・或いは声を対象とし・或いは香を対象とし・或いは

味を対象とし・或いは触(触れるべきもの〉を対象とし・或いは法を対象と

し・或いはまたそれぞれ何ものかに関して〔善心が起ことき]， 1触があり，

2受があり， 3想があり， 4思(意志)があり， 5心 (citta)があり， 6尋(大

雑把な思考)があり， 7伺(細密な考察)があり， 8喜 (pHi)があり， 9楽

(sukha)があり， 10心ー境性があり，日信根があり， 12精進根があり， 13念根

があり， 14定根があり 15慧根があり， 15意根があり， 17喜根 (somanassind-

riya，喜びの機能)があり 18命根があり 19正見があり 20正思があり， 21正

精進があり， 22正念があり， 23正定があり， 24f言力があり， 25精進力があり，

26念力があり， 27定力があり， 28慧力があり， 29断力があり， 30協力があり，

31無責があり， 32無損があり， 33無療があり， 34無責欲があり， 35無旗毒があ

り， 36正見があり 37備があり， 38憶があり， 39身軽安があり，叫乙、軽安があ

り， 41身軽快性があり， 42心軽快性があり， 43身柔軟性があり，叫L、柔軟性が

あり， 45身適業性があり，内己、適業性があり， 47身練達性があり，

があり 49，身直性があり， 50心直性があり， 51念があり， 52正知があり， 53止

(寂止)があり， 54観(観察〉があり， 55勤励があり， 56不散乱があり，或い

はまた何でもそのときに縁によって生じた無色の他の諸法があれば，これら

が諸善法であるべ』

この欲界第一善心における諸善法としては，上に見るように五十六項目が列挙

されている。 これら諸法は， 心と心所 (cetasika，心に属する作用)である。

その中で圏点を加えた六項目以外の五十項目は，先に見た行謹の内容に同じと

なる。欲界 (kamavacara)は欲望の領域すなわち欲望の世界であり，下は地

獄から始まり，中間に人間，上には六欲天(下から三十三天，四天王天，夜摩

天，兜率天，化楽天，他化白在天〕がある。その世界にいる有情の善心も，た

しかに欲界の善心であろうが，むしろ人閣の通常の欲望にとらわれている心を

問題としている，或いは欲望の世界を対象としている心の種々のあり方(状態〉

をとりあげていると考えられる。

このような欲界あ第一心(喜倶智相応心〉にあるわ存ーラの集合(行雄〉に数

えられる上の四十九項目の中，身軽安等の六項目が身 (kaya)の状態や機能に

関係しているが，語(口〉に関する項目がない。命根すなわち生命力を含んで

いるが，その他の四十二項目は，すべて心に関係しており，心の機能，作用や

状態である。

右の四十九項目(重複をそのまま認めれば五十項目)は，結局は心所lこ数え

られるものである。心所の中から受と想などが除かれたもの(法)が行越に属
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するのである。

同論によると，先に見た身軽安等は，身体だけの状態(調子，能力〉ではな

くて，むしろ心の状態と説明されていることになる。

まず身軽安については，次のように説かれている。

『そのときに身軽安 (kaya-passaddhi，身が軽く安らかなとと)とは何であ

るか。

およそそのときに受趨(感受の集合)， 想謹(表象・観念の集合)， 行趨

(心身の勢力の集合〉の軽安 (passaddhi，軽く安らかなこと〉・休息 (pa!i-

passaddhi)・出静 (passambhana)・静止 (pa!ipassa bhana)・詑著 (pa!i-

passambhitatta)。これがそのときに身軽安である。J(Dhs. p. 14， ~ 40)1の

それに対して心軽安は，識離(認識の集合)の軽安等と説明されるのである。

以下同様に身軽快性(身が軽快なこと〉とは

『受羅・羅・行雄の軽快なこと(lahuta)，軽く変化すること(lahu-pari-

早amata)，遅鈍でないこと (adandhanata)，鈍麻しないこと (avitthanat針。』

(p. 15， ~ 42) 

身柔軟性(身が柔軟なこと)とは，

『受藤・想、謹・行離の柔軟な乙と (muduta)，柔かなこと (maddavata)，組

雑でないこと (akakkhaJata)，堅くないこと (aka!hinata)oJ (p. 15， ~ 44) 

身適業性(身が仕事に堪えること)とは，

『受麓・想羅・行麗の仕事l乙堪えること (kannannata)，事業に堪える ζと

(kamma直natta)，行業l乙堪えるものであること (kamman危a-bhava)oJ

(p. 15， ~ 46) 

身練達性(身が熟練していること)とは

『受謹・想謹・行羅の練達していること (paguI).ata)，熟達していること

(paguI).atta)，熟練していること(抑制I).a-bhava)oJ(p. 15， ~ 48) 

身直性(身が真直であること〉とは

『受麓・想、親・行躍の真直であること (ujuta)，真直性 (ujukata)，曲がっ

ていないこと (ajirphata)，歪んでいないこと (ava企kata)，響曲していない

こと (aku!ilata)J(pp. 15-16， ~ 50) 

と説明されるのである。それに対して同様に心軽快性，心柔軟性，心適業性，

心練達性，心直性は，識離の軽快なこと等と説明されるのである100 してみる

と，身軽安ないし身直性は必ずしも身体だけの状態(調子)とは言うことがで

きない。身体を介しての心(感受，表象，心身の勢力〉の状態ということにな

ろうか。しかし行撞(心身の勢力の集合)は，心の勢力を主とするにしても，
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身体にもあると考えられるから，身体の調子(状態)にも一部あてはまる。け

だし身体の色形は色離に属しでも，その活動性等は行離に属すのであろう。

ととろで，以上は欲界における第一の善心のときの行麗である。他の善心の

場合にも，それぞれ行離の内容が数えられているはずであるが，刊本には省略

があって，明確でないととろがある。その中で，行離の内容が少なくなってい

る場合もあるが山，多くなっている場合がある。

すなわち出世間心の初道の善心の行離の内容は，さきの表iζ

刷 未知当知根 ana直前tan負assamitindriya(未知のものを私は知ろうとい

う機能，能力)

believing‘1 shall come to初 owthe unknown' 

倒正語 samma-vaca(正しい言葉) right speech 

岡正業 samma-kammanta(正しい行為，仕事) right action 

倒正命 sammajIva(正しい生活) right livelihood 

の四を加えた五十四項目となっている (Dhs.pp. 68-69， ~ 338)13)。ここでは

八正道を全部含むことになり，正しい語業をも含むことになった。これまで行

離は語業に属するものを含まなかったが，乙こでだけ正語を含むのである。

次の不善心のときの行誼は善心のときとはずっと違ってくる。その第一の不

善心(喜倶〔悪〕見相応心)のときの行誼 (Dhs.p. 80， 398)は，二十五項目

を含む。その内容は先の信根・念根・慧根，正念， 1言力，念力，慧力，身軽安

ないし心直性，念，正知および観の二十四を除いて，正見ないし正定の五つの

代りに

邪見 miccha-dighi (まちがった見解) wrong views 

邪思 miccha-sankappa (まちがった思い) wrong intention 

邪精進 miccha-vayama (まちがった努力) wrong endeavour 

邪定 miccha-samadhi (まちがった心統一) wrong concentration 

の四つとし，断力・憶力の代りに

無断力 ahirika-bala (恥ずべきことに自らに恥を感じない能力〉

the powers of unconscientiousness 

無悌力 anottappa-bala (恥ずべきことなのに他に対して恥を感じない能力)

disregard of blame 

の四つとし，無責ないし無貧欲の四の代りに

貧 lobha(貧ること) lzω 

疲 moha(迷い) dullness 

貧欲 abhijjha(欲しがること) covetousness 
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の三とし，正見・慨・悌の代りに

邪見 miccha-ditthi (まちがった見解) wrong views 

無慨 ahirika (恥ずべきことに自ら恥を感じないこと)

unco託sClentlOusness

無悌 anottappa (恥ずべきことに他に対して恥を感じないこと〉

disregard of bla悦 E

とする。つまり，十二項目が変更されたのである。その中で邪見だけは重複し

ているから，合計十一項目となる。欲界第一の善心の場合と共通するのは，触

・思・尋・伺・喜・心ー境性・精進根・定根・命根・精進力・定力・止・勤励

・不散乱の十四項目である (Dhs.p. 80， ~ 398)14)。

不善心の他の場合の心・心所には，それぞれ増減があって行離の内容にも増

減がある。その第九心(憂倶〔悪〕見相応心〉においては，

損 dosa (憎しみ) hate 

興圭 vyapada (悪意，憤ること) malice 

不散乱 avikkhepa (心が散乱しないこと) balance 

を加えるが，第一不善心の行殖の中の喜 (piti)と貧と責欲と邪見(二回)を

除いて二十三項目としている (Dhs.pp. 84-85， ~ 420)15)。

主主その第十二心(捨倶揖挙相応心)ではさらに棋と旗嘉を除いて

揖挙 uddhacca (心のうわっき，蝶状態) ωcitement 

を加えて二十二項目とする (p.87， ~ 430)16)。

第十一(心捨倶疑相応心〉では上の掠挙を除いて

疑 vicikiccha(疑い) perplexity 

を加えるが，定根・邪定・定力・止・不散乱を除いて，十七項目とする (p.86，

~ 426)17)。

無記法すなわち無記心(善悪いずれにも判定できない心〉の場合は，行語に

含まれるもの(法〉は少なくなり，その第一心(善異熟の欲界異熟の捨倶H良識)

では，触・思・心一境性・命根の四 (p.89， ~ 442)聞であるが， その他の場合

には増減があり，善異熟の欲異熟の喜倶意識界における行離は，右に尋・伺・

喜 (piti)が加わっている (p.94， ~ 483)19)。

『法集論』は心の在り方を分類し(これは後iこ八十九心に整理される)， そ

れぞれの場合において付随する心作用(心所)を列挙し，その場合にある受・

想・行・識の四羅についても説明を加えている。乙の中で特に行蕗だけが，上

に見た細分を有するわけである。行f植は心と不可分に考えられているのであ

る。
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その行離は最も少ない場合は，無記心の第一心において見た触・思・心一境

性と命根の四項目，多い場合は出世間心の初道で見た五十四項目であるが，行

麗として数えられる項目は，全部では七十項目ほどになるであろう。

命根(生命力)は行離に数えられるが，これは色撞(色形の要素の集合〉に

も数えられる。

『その色としての命根とはどれか。およそそれら有色(有形〉の諸法(要素〉

の寿命 (ayu)・存立 (thiti)・存続 (yapana)・存続せしめること (yapana)

・行動 (iriyana)・活動 (vattana)・保存 (palana)・命 (jivita)・命根

(jïvitindriya，生命の機能〉一一これがその色としての命根である。~ (Dhs. 

p. 152， S 71620)キVibhangap. 1236-9)21) 

つまり命根すなわち生命の機能または生命力は二種に考えられたのである。す

なわち

ノf ーリ『分別論~ (Vibha元ga)にはこういう。

「命根 (jivitindriya，生命の機能)は二種である。色(形〉としての命根

(rupatp. jivitindriyatp.)がある。色(形〉のない (arupa，非色の，無色の)

命根がある。~ (Vibhanga p.1234-5)22) 

色としての命根は前述の通りである。一方色形のない(無色の〉命根は色形の

ない (arupin，無色の)諸法の寿命・存立・存続等である (Vibhangap. 123 

11-1323)二Dhs.S 19， 82， 295)24)。 これが心に属する，すなわち，行離の命根

である。

色形(色)としての命根は色離に属する。これについて後の『清浄道論』

(Visuddhi-magga， Vism)は，色離の中の所造色 (upadarupa，元素から成

るもの)の中にこの命根を数えて，説明を加えている (pp.4443， 44715)。すな

わち次のように言う。

「命根(生命の機能，生命力)は，倶に生じた(倶生の，生得の〉色形(色)

を保護することを特相とする (sahaja-ru pan u palana -lakkhaI}a)。それ〔ら

生得の色形〕を活動させることを精髄(昧)とする。同じくそれら〔生得の

色形〕を維持することを現況とする。〔生命の機能によって〕存続せしめら

れる元素を直接因(足処〉とする。〔生得の色形を〕保護する特相等が定ま

っていても，〔色形が〕有る剥那にだけ生得の色形を保護する。たとえば水

が蓮花等〔があるときにだけ，それ〕を〔保護する〕ように。自分のように，

縁によって生じた諸法(要素)をも守る。たとえば乳母が童子を〔守る〕よ

うに。また自らはたらかされた法(要素)と関係することによってのみ〔命

根は〕はたらく。たとえば船頭のように。生得の色形が壊滅した後では〔命
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根は〕はたらかない。また自らのはたらかされるべきものがないからである。

〔生得の色形の〕壊滅の剃那に〔命根は〕存続しない。自ら破られているか

らである。燈心の油が尽きると燈火の焔が〔尽きる〕ように。また上述の

〔生得の色形がある〕剃那にそれぞれ〔のはたらき〕をなしとげるのである

から， [命根は〕保護し，はたらかせ，維持する威力を欠くと見てはならな

い。J(Visrn. pt 44715-26)25) 

要するに色撞の命根(生命の機能)というのは，色形(色〕すなわち肉体があ

る限り肉体を保護し，はたらかせ，維持するのであるが，肉体がなくなれば自

らもなくなるというのである。とれは，いわば肉体的生命であって，その生命

がなくなるというのは，肉体の死ということになろう。いわば心臓死にあたる

ことになろう。

一方，行離の命根は，色形(色〉を有しない。この発想はおそらく無色界の

有情(つまり肉体をもたない有情，空無辺処ないし非想非非想処の有情〉の説

明のために有効であるかもしれない。行殖の命根は無色の，すなわち色形のな

い，肉体ではない，精神的な心の諸要素を存立させ維持する生命の機能であ

る。この生命が尽きるというのは，いわば精神的機能の死であり，いわば脳死

に相当するものと考えられよう。このように，パーリ上座部が二種の生命(命

根)を考えたことは，今日の問題に対しでも示唆するところが多い，というこ

とができょう拘。

さて再びサンカハーラ(行)の意味の探究に立ちかえってみよう。以上に見

た『法集論』の七十項目に分類される行離の意味は何であろうか。すでに示し

たようにそれを心身の勢力の集合(あるいは集合体)であるであろう。サンカ

ハーラ(行〉は，身心の勢力，とりわけ心の勢力，勢い，力ということになる

であろう。それは，信根・精進根等(五根)，信力・精進力等(五力)，断力・

悌力など，能力や力，機能を意味するものが含まれていることからも予想され

る。そして特に無記心の場合にあげられた触・思・心ー境性・命根が行麺とし

て最も根本的な， しかも最も普遍的なものであろう。その中で心ー境性は心が

一点に集中することであり，その反対の散乱心も予想されるから，普遍的とは
そく

いいかねるにしても，他の三は人間存在に不可欠である。まず触は感官と対象

との接触であるが，要するに身体感覚を含めてあらゆる経験の第一段階であ

る。失心中や睡眠中には触は意識されないであろうが，大体において触がない

ままで生きることはできないであろう。思は意思，意志，志向であって，精神

的なはたらきの根本である。とともに， あらゆる行為行動(業)のもととな

る。これによって業が積まれるのであり，また，これは業の本質である。そし
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て命根は生命の機能であり，生命力である。これらによって人聞は生きている

のである。

『法集論」に見られる行謹の分類は，後に『清浄道論J(Visuddhi-rnagga， 

PTS ed. pp.462f.)27)において整理され，まとめられることになる。

(ニ) ~清浄道論J (Visuddhi-mαgga)におけるサンカハーラ(行〉の分類

五世紀前葉に大註釈家ブッダ・ゴーサ(仏音〉によって著された『清浄道論』

(Vism.と略〉は，思うに戒・定・慧をもって仏教説を体系化した書である。

この中，慧に関連して五慈の中の行離と十二縁起の解釈の中に，サンカハーラ

(行〉についての詳説がある。

その所説は，サンカハーラ(行〉の意味(定義)の説明と，その分類とに分

かれる。まず今は後者より見て行くことにしたい。さきに見た『法集論』にお

ける煩潰な行越の分類を継承して，それを整理したものが， r清浄道論』の五
謹の解釈にある。

『清浄道論J(Vism.)の行車の分類は，結局は先の『法集論』におけると同

じように，種々に分類される心(八十九心)のそれぞれに，行麗の中のどれだ

けの項目が結びっく(相応する)か，という観点から説かれる。まず心(識〉

が善・不善(悪)・無記(ニ中性〉に分けられるに応じて，それに相当するサン

カハーラ(行〉も善・悪・無記である。

まず欲界の第一の善識に相応する(結びつく)サンカハーラ(行)は次の如

くである。

(1) 触 phassa (接触，知覚や経験の第一段階〉

(2) 思 cetana (行為の原動力となる意志，意思，志向)

(3) 尋 vitakka (大雑把な思考)

(4) 伺 vicara (細密な考察〉

(5) 喜 piti (よろこび〉

(6) 精進 viriya (努力，気力)

(7) 命 jivita (いのち〉

(8) 定 samadhi (心統一)

(9) 信 saddha (信ずること〉

(10) 念 sati (記憶，専念〉

制断 hiri(自らに恥じること)

同協 ottappa(他に対して恥じること)

帥無責 alobha(貧らないこと)
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M 無娯 adosa (憎まないこと)

M 無療 amoha (迷いがないこと)

同身軽安 kaya-passaddhi (身が軽く安らかなこと〉

帥心軽安 citta-passaddhi(心が軽く安らかなこと)

帥身軽快性 kaya-lahuta(身が軽快なこと)

帥心軽快性 citta-lahuta(心が軽快なこと〉

帥身柔軟性 kaya-mudita(身が柔軟なこと〉

制心柔軟性 citta-mudita(心が柔軟なこと〉

倒身適業性 kaya-kammannata(身が仕事に堪えること〉

制心適業性 citta-kammannata(心が仕事に堪えること)

伺 身練達性 kaya-pagunnata(身が熟練していること〉

制 心練達性 citta-pagu負nata(心が熟練していること)

帥身直性 kayujukata(身が真直であること〉

制 心直性 cittujukata(心が真直であること)

帥欲 chanda(意欲，欲求〉

制勝解 adhimokkha(信解，理解，心を向けること)

(3~ 作意 manasikara (注意，思念)

。背 中捨性 tatra-majjhattata (それについて中立無関心であること〉

倒悲 karuJ}a(あわれみ〉

帥喜 mudita(喜んでいること〉

制離身悪行 kaya-duccarita-virati(身の悪行を離れること〉

伺 離語悪行 vaci-ducarita-virati(語の悪行を離れること〉

。。 離邪命 micchajiva-virati (まちがった生活法を離れること〉

乙の中，初めの二十七項目はcr法集論』に〕決定したものとして同じ形で伝
えられてきたもの (niyatasarupena-agata， pl.)，倒~帥の四項は

， c同論に〕
「或いはまた」といって省略されたもの (ye-va-panaka)である

が，ともに決

定しているもの (niyata)である。伺~制の五は不定 (aniyata
)であって，こ

れらは或るときには生ずるが，生じても一緒には生じない，
という (Vism.

PTS. ed. pp. 462-463)28)。

ここでは先の『法集論』の欲界第一善心にあった行離の五十項
目が，重複を

除いて二十七項目に整理されて，新たに九項目を加えられたこ
とになる。

先の一々の項目を説明したあと，善心の残余の場合における
サンカハーラ

(行)の内容を一々示している。この場合は先の表のと、れが除
かれるか，とい

う違いがある。たとえば色界の第一善心には，先の第一欲界善
心のときの三十
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ザγカハ戸ラ
六の 行 の中から三つの離 (virati，離三悪行〉を除いた三十三

のサン存ーラが
サンカハーヲ

相応している。また出世間の心(善心)にも，行 はあるので
あって，たとえ

ばその初禅の四道識においては，先の色界第一善識と同じような
サン石ヲがある

が，悲と喜 (mudita)がなく，離〔三悪行〕が定まっている，
という (Vism.

ザンカハーヲ
p.467)29)。つまり三十一の 行 が相応していることになる。

その次に不善なるサンカハーラ(行〉について述べられる。そ
の中で，責根

(lobha-mula，貧りを根元とする)C心〕における第一不善心と相応するサン

カハーラ(行)は十七ある。その中，初めの八つは，先の(1)-(8)に全く等
し

い。その次は

(9) 無断 ahirika (恥ずべきことなのに自らに恥を感じないこと
〉

帥 無悌 anottappa(恥ずべき乙となのに他に対して恥を感じ
ない乙と〉

制貧 lobha(貧ること〉

同療 moha(迷うこと)

制邪見 miccha-dinhi(まちがった見解〉

帥欲 chanda(意欲，欲求〉

制勝解 adhimokkha(信解，理解，心を向けること〉

帥揖挙 uddhacca(心が浮わっくこと，操状態)

制作意 manasikara(注意，思念)

となる (Vism.p. 468)30)。乙の中帥，帥，帥は，先の欲界第一の善
心の場合と

同じ項目である。つまり六項目が新たに加えられたのである。
次l乙他の不善心

におけるサンカハーラ(行〉の増減が説明されているが，新し
い項目が加わる

場合だけを見てみよう。

第二不善心では，不定なるサンカハーラ(行〉として，先の第
一不善心の場

合の表にあるものの他に
こんじん

同情沈 thina(心が沈むこと，欝状態〉

M 睡眠 middha (眠気〉

のこが新たに加わる (Vism.p.469)31)。

第三不善心では，先の第一不善心の表の邪見を除き，新たに

帥慢 mana(自意識)

を加える (Vism.p.469)32)。 吃少ンカハーヲ

1員根の (dosa-mula，憎しみを根元とする)不善の第一心に相応する 行

は，触・思・尋・伺・精進・命・定・無漸・無悌のほかに新た
に

帥際 dosa(憎しみ〉

が加えられ，療・欲・勝解.~卓挙・作意(以上十五項)の外，不定
なるものと
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後(十二世紀〕の『摂阿毘達磨義論J(Abhidhammattha-sangaha)は， 五

十二の心所法 (cetasikadhamma， pl.)を立てて，次のように分類している

(JPTS 1884， p. 6)が，その内容は， 先の『清浄道論』で見た行雄の五十一

項目の中の定と心止とを〔心〕ー境性 (ekaggata)におさめ，また無療を慧

(pa負伽)として，これに受と想を加えたものにほぼ相当する 36)。水野博士は

「弘北十仏教の心識論』において，この五十二心所と八十九心との相応(関

係〉を表示している (809-810ページ〉。

八十九心というのは，パーリ仏教特有の心の分類であって，心を人の境遇

(欲界・色界・無色界・出世間)，心がけ(善・不善・無記)，気質(責・損・

療)，認識の領域(眼識界ないし意識界，意界)，感受の種類(喜・憂・苦・楽

・捨)，さらに因を有するか否か(無因・一因・二因・三国)，さらには自他の

iZ示力たるサンカハーラ(行〕を伴なうか否か(有行，無行)などの組合せに
よって心を分類したものである 37)。心はこのように，まず種々に色づけられた

ものと考えられたのである。このように心はすでに単純なものではないのだ

が，さらに，心に属する諸のはたらき，作用，機能，状態等すなわち心所(ま

たは心所法)が心l乙関係(相応)し，結びついて，いわば心の複合体をつくっ

ていると考えられたのである。乙の心所を，どれだけの数に限定するか，とい

う乙とが，部派の閤で見解の分かれるところだが，パーリ仏教では，十二世紀

のアヌルッダハ『摂阿毘達磨義論』にいたって，五十二心所と確定したのであ

る。その中で受と想を除く五十心所が行離に属す。

して

帥嫉 issa(嫉妬，ねたむこと)

帥僅 macchariya(物惜しみ)

帥悪作 kukkucca(後悔〉

の三が加わり，合計で十八となる (Vism.pp.469-470)33)。

療根 (moha-mula，迷いを根元とする不善の第一心〉の，すなわち疑と相応

する (vicikiccha-sampayu tta)心と相応するわ汗→は，先の旗手艮の不善心の

場合と同様に，触・息・尋・精進・命の後に新たに

(7) 心止 citta-tthiti (心の静止，弱い心統一〉

が加わり，次に無断・無J随・療，次lζ

帥疑 vicikiccha(疑い〉

が加わり，捧挙と作意とともに十三となる (Vism.pp.470-471)34)。

なお次の無記の (avyakata，善悪いずれとも判断されない，中性の)心の場

合のサンカハーラ(行)の数はもっと少なくなっている。その第一心の〔善・

不善異熟の眼識と相応する〉サンカハーラ(行)は，触・思・命・心止と作意

との五のみである (Vism.p.471)35)。この五はサンカハーラ(行〉として最も

基本的なものであろう。つまり，これは，命すなわち生命に代表されているよ

うに，生きている者の力，勢い，勢力，生きている人の身心の勢力ということ

であろう。

『清浄道論』は，サンカハーラ(行〉の数を全体として示す意図を示してい

ないが，以上の中で，重複を除くと五十一項目がサンカハーラ(行〉の内容と

考えられていたことになるであろう。

それでは，以上五十ーの項目全部を見わたすとどうであろうか。まず心に関

係するものが最も多く，身体に関するもの(身軽安ないし離身悪行〕七項目，

語に関するものは離語悪行の一項目だけである。これは『法集論』では正語と

いっていたものに同じであろう。ともかく，以上の五十一項目は身口意のはた

らき，活動というようにも考えられる。しかしその大半が心に関係し，心の諸

のはたらき，動き，作用であり，精神的な要素である。してみると，むしろそ

れらは，身心の活動の原動力となる心の状態，心の能力，力，勢力，勢い，志

向性という意味に傾いてくるであろう。

以上，行羅と考えられた諸項目は，主に心(識)に関係しているし，善・不

善(悪)・無記(中性)~と分類されたそれぞれの心に応じて，一々ふりわけられ

ていたのである。つまりこれらは心所 (cetasika，心に所属するもの，心作用，

心の要素)である。

「摂阿箆達磨義論，](Abhidhsmmattha-sangaha p. 6)における

五十二心所法の分類
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14 不善心所 cetasika akusala 

25浄心所

cetasika 

sobhana 

19 共浄心所

cetasika sobhana.白

sadharana 

3 離 viratiyo

2 無量 appaman踊 yo

1 慧根 pa品 indriya
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嬢

無断

無悌

掠挙

食

見

慢

膜

嫉

樫

悪作

悟沈

睡眠

疑

信

念

断

惚

無貧

無曝

中捨

身軽安

心軽安

身軽快性

心軽快性

身柔軟性

心柔軟性

身適業性

心適業性

身練達性

心練達性

身直性

心直性

正業

正命

moha 

ahirika 

amottappa 

uddhacca 

lobha 

ditthi 

mana 

dosa 

ISsa 

macchariya 

kukkucca 

thina 

middha 

vicikiccha 

saddha 

satl 

hiri 

ottappa 

alobha 

adosa 

tatra -majihattata 

kaya-passaddhi 

citta -passaddhi 

kaya-lahuta 

citta-lahuta 

kaya -muduta 

citta-muduta 

ka ya -kammanna ta 

c i tta -kammanna ta 

kaya-pagunnata 

citta-pagu自白ata

kayujjukata 

cittujjukata 

samma-vaca 

samma-kammanta 

samma-a)IVa 

karuna 

mudita 

諸行考 (IV) (村上〕

さて水野博士の表によって，八十九心のそれぞれの心に関係(相応〉する心

所を一見して知ることができる。たとえば第一不善心に相応する心所の数は十

九であるが，欲界善心の第ーに相応する心所の数は三十八と最も多く，不善異

熟心の初めの五においては触・受・想・思・心ー境性・命根・作意の七心所だ

けが相応するように表示されている。この七心所の中の受と想を除いた五心所

が行離の中l乙含まれる。乙の五が行撞の中でも最も基本的普遍的なものであ

り，重要なものと考えられる。それは知覚を含む経験の第一段階にあたる触

(ふれること)，行為行動の根元の力となる意思や志向(恩)，心が一点に集中

すること(心一境性)，生命の機能または生命力(命根)，思考作用(作意)で

ある。これらの中で，触と心ー境性と作意は熟睡中や失心などにおいてはない

し，意識的な思もない(ただし潜在的な意識としての思はある)。 してみると

行離の中で最後まで残るのは命根(いのち〉であるということになる。

五十二の心所法の中から受と想を除いた五十項目が行殖におさまる。心身

(身心)の諸のはたらきや勢力が行離におさまり， しかもそれが心に関係ある

もの(心所法，心のはたらき，作用〉とされている。行撞(サンカハーラの集

合，集合体〕とは，心の諸の作用，機能，勢力，力なのである。

サンカハーラ(行)の定義に関して， r清浄道論』は， 次のように述べてい
る。

『また，およそすべて為作(準備推進，用意すること〉を特徴(定義〕とす

るもの (abh isarikkaral)a -lakkhal)a)を一緒にして行撞(サンカハーラの集

合〉と知るべきである，といわれた。ここで為作(準備推進)を特徴とする

というのは，集合を作ること (rasi-kara平a)を特徴とするのである。ではそ

れは何か，というと，諸のサンカハーラ(行〉にほかならない。すなわち

<比丘たちょ。いいかね。有為 (sarikhata，作られたもの)を為作(準備推

進〉する (abhisa白kharanti)と。それゆえに諸のサンカハーラ(行)といわ

れる >(S. III. p. 87) 

という通りである。

それら(諸サン;千万は為作(準備推進)を特徴とし，艦艇努力することを

精髄(昧〉とし (ayuhana-rasa)，遍く及ぼすことを現況とし (vipphara

paocu pa Hhana)，残余の〔受・想・識〕三殖を直接因(-padaHhana，足処)

とする。このように特徴(定義)などからすれば〔諸 行 は〕一種であっ

ても，種類 (jati)によれば善 (kusala)・不善 (akusala)・無記 (avyakata，

中性)という三種である。それらの中で善なる識(こころ)と相応(関係)
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する (kusala-vi色白乎a-sampayutta)[諸行〕は善であり，不善〔なる識〕と

相応〔関係〉する〔諸行〕は不善であり，無記(中性)[なる識〕と相応(関

係、〉する〔諸行〕は無記(中性)である。J(Vism. PTS. ed. P.462)38) 
これは行離に関する総説であって，以下に先に見たような行y誼の細分i乙関する

説明が続いているのである。上の説明から，サンカハーラ(行〕が為作(準備

推進)する (abhisaiLkharal)a，abhisaiLkhara)という，能動的な力，勢力であ

ることが知られる，と言えよう。それからサンカハーラ(行)は「集合を作る」

という。諸の要素が集まって身心を構成しているが，その構成する力とも考え
られる問。

サンカハーラ

(三) r清浄道論』等における十ニ縁越の行 の解釈とその分類
次に『清浄道論』には十二縁起の行(サンカハーラ)を説明しているところ

がある。そこには，サンカハーラ(行〉についての別な分類が見られる。

『有為(作られたもの)を為作する(準備推進する〉というので諸のサンカ

、ーラ(行〉である。 しかも， (1)無明を縁としている (avijja-paccaya)諸

のサンカハーラ(行〉と， (2)サンカハーラ(行)の語をもって〔聖典に〕出

て来たサンカハーラ(行〉とのこ種のサンカハーラ(行〉がある。

その中で， (1)福〔行〕・非福〔行〕・不動行 (pu直前punnane直jabhisaiLkhara)

の三と，身〔行〕・語〔行〕・心行 (kaya-vaci:-citta-saiLkhara)の船三との，

ζれら六つが，無明を縁としているサンカハーラ(行)である。それらはすべ

ても世間的善・不善の意思のみ (cetana-matta)にすぎないのである。』
(Vism. PTS. ed. p. 326)41) 

サンカハ←ラ

以上は十二縁起の 行 の説明であって，福・非福・不動の三行や，身語心

の三行は，いずれもすでに原始経典に説かれていたものである。それらの三行

をいずれも， I世間的善・不善の意志(恩)のみ (lokiya-kusalakusala-cetana-

matta) Jである，と新たに規定した。サンカハーラ(行〕を意思(cetana，意志，
ザ γカハーラ

思)と把握したのである。もっとも既に原始経典においても，五謹の 行 を

六思身(cetana-kaya，六種の意思の集合)と説く例 (5.III. p. 60)があるこ
とは，先にもふれた42)。

次にサンカハーラ(行)の語をもって聖典に出て来たサンカーラ(行)につ

いて，四種に分類して説明している。すなわち

『付有為としてのサンカハーラ (sa企khata-sa企khara)

り 為作(準備推進)されたサンカハーラ (abhisaiLkhata-s0) 

臼為作(準備推進〉するサンカハーラ (abhisaiLkharal}a-sO)
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(同加行(努力)の為作(準備推進力)(payogabhisa白khara)

というこれら四つは， しかし，サンカーラ(行〉の語をもって〔聖典〕に出て

来たサンカーラ (saiLkhara-saddena aga ta -saiLkhara)である。J(Vism. pp. 

526-527) 43) 

ここでは，サンカハーラ(行)にはト)と口のような受動の意味と(ヨと伺のょっ

な能動の意味とが認められる。まずその中で，受動の意味のサンカノ、ーラ(行〕

についての説明をみてみよっ。

『その中で，ト) くああ諸のサンカハーラ(諸行，万象)は無常だ> (D. 11・
157， 5. 1. p. 158)というなどの場合に説かれた，一切の有縁の (sappaccya，

条件を伴なう〉法(存在の要素〉は，為作(準備推進〉されたサンカハーラ

(行)という。

(斗 業より生ずる三界に属する色・無色の諸法(存在の諸要素)は為作(準

備推進)されたサンカハーラ(行〕であると，諸註釈に説かれた。

それらもくああ諸のサンカハーラ(諸行，万象)は無常だ>というこの場

合にだけ，包摂される。しかし，別に(それ以外lこ〉それら(諸行)が出て

来る個所は知られない。J(Vism， p. 527)44) 
以上はともほ動の意味を有するサンカハーラ(行〉の説明と見られるが'と

もにいわゆる諸行無常という文句だけに関している。この諸行無常の諸行は，

能動の意味に解する可能性は，先にも見たのであるが45)，上では受動の意味，

すなわち有為(有為の諸法〉と同じに見ている。上には，一切の有縁の(条件

を伴なう〉諸法，および業より生ずる三界に属する色無色の諸法という。この

諸法とは，あらゆる存在の領域(三界)において，縁より生じ，業より生じる，

有形，無形のもの(存在の要素〉である。しかし，この意味における用例は，

この諸行無常の例の外には知られないというのである。ということは，このサ

ンカハーラ(行〉の受動的な意味一為作(準備推進)されたものという意味一ー

は，第二次的な意味であることを示唆している如くである。

，そこで，能動の意味のサンカハーラ(行)がより重要であることが予想され

るところである。

『日 しかし三界に属する善・不善の意思(思)が為作(準備推進)するサ

ンカハーラ(行)といわれる。それは<比丘たちょ。この無明に至った人は

福(善)なるサンカハーラ(行〉を為作(準備推進)する (abhisaiLkharoti)> 
(5. m・p.82)というなどの場合に出て来る個所が知られる。
伺 それから身心の (kayika -cetasika)の精進努力 (viriya，力，勢力〉

は， Ii持(努力)の為作(準備推進力〉といわれる。それはく〔その車輪は〕
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推進力 (abhisarikhara，慣性，惰性)の続く (gati)限り行ってから車軸に
固定されたように停まった> (A. 1. p. 1129-1りというなどの場合に出て来
る。 ~ (Vism. p，527)46) 

以上で四種のサンカハーラ(行〉の説明が終わる。この最後に引用された車輸
の比町会に見られる abhisankhara(推進力，慣性，惰性〉の用例47)は，サンカハ
ーラ(行〉の意味を考える上にもきわめて有用である。いままで為作という漢
訳伝来の生硬な訳語を用いてきたが，これは推進力というのにあたっているの
である。

ところで，サンカハーラ(行〉には， もっと多くの細分があった。そこで次
のように説かれる。

『しかし〔サンカハーラは〕単にこれらだけではない。他にも
<友ヴィサーカよ。いいかね。想受滅〔定〕に入った比正には最初に諸行
(vaci-sarikhara)が滅する。それから身行が〔滅しJ，それから心行が〔滅
するJ>云々 (M.1. p.302) 
というふうに，サンカハーラ(行〉の語をもって出て来た多くのサンカハー
ラ(行)がある。~ (Vism. p. 527)48) 

以上で一応サンカハーラ(行〉の説明は終わる。先に見た行殖の内容をなす多
くの項目は，右の最後の文に示唆されているかのようである。
ところで先に見た(1)無明を縁としているサンカハーラ(行〉の内容をなす福
行等は詳しく説明されていない。それらは少し後に次のように説明されてい
る。

『福行 (punnabhisa白khara，福徳ニ善の推進力)とは， 布施や持戒等によ
って起こる八種の欲界の善なる意思 (kamavacara-kusala-cetana)と，修習
の力だけによって起こる五種の色界の善なる意思との，十三種の意思であ
る。

非福行 (apu企臼bhO，罪禍の準備推進力〕とは，殺生等によって起こる十
二種の不善なる意思である。

不動行 (anenjabhO，不動の境地の準備推進力〕とは，修習の力だけによ
って起乙る四つの無色界の善なる意思である。

以上三つのサンカハーラ(行〉は二十九種の意思である。
それから他の三種の〔サンカハーラ〕の中で，

身行は身に対する意志 (kaya-sancetana，身思〉

語行は語に対する意思 (vaci-sanO，語恩〉

意行は意に対する意思 (mano-san0，意思)
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である。
これら三〔行〕は，業(行為)に艦艇努力する剃那 (kammayuhana-kkha♀a)
l乙福行等の門から起こることを示すため時かれた。なぜなら，身はる表
示 (kaya-vin負atti)を生ぜしめてから，身を門として起こった八種の・欲界
の善なる意思と十二種の不善なる意思との，二十種の意思が身行というので

ある。
同じそれら〔二十種の意思〕が語による表示 (vaci-vi白白atti)を生ぜしめ

てから，語〔口)を門として起こると，語行という。
しかしここに神通への意思 (abhin回ーcetana)は別であるから識の縁では
ないので，含められない。また神通への意思と同様に，揖挙の意思(uddhacca一
一tana) も〔識の縁では〕ない。それゆえにそれ(捧挙の意思〉も識の縁で
あることには除外されなければ芯らない。しかしこれらすべても無明を縁と

しているのである。
そして両方(身と語〕ともの表示を生ぜしめないで，意の門に生じたあら

ゆる二十九種の意思が心行である。
以上，この〔身行・語行・心行の〕三はまさに先の〔福行・非福行・不動
行〕の三に入るから，意味上は福行等だけによって，無明の縁であることが
知らるべきである。~ (Vism. pp.530-531)49) 
このあとに，これら諸行が無明を縁とするということが，いかにして知られ
るか，ということについて答えている。要するに無明(無知〕のために，三種
の行(サンカハーラ)に励むのだという。ここに無明と行との関係はさらに煩
噴に追求されているが，いまはふれないでおく。
福行等の三を三界lこ配し善または不善の意思としたのは， ~分別論~ (Vi-
bhaえga，p. 125)であり， ~i清浄道論』もそれをうけている。
要するに『清浄道論』の解釈によれば，三行のサンカハーラ(行〕は意思
(cetana，思〉である，というに尽きる。しかもその意思は行為への意思であ
るとともに，むしろ行為によって起こる意思，つまりは行為の余力としての心
のエネルギーを意味している。ところで，その福行等の意思は，種々に分類さ
れた心(識)~乙属する。それは善または不善なる心(識)に属するのであるが，
無記中性なる心に属するのではない。けだし無記なる心は，影響する勢力がな
いということであろう。この影響する勢力がサンカハーラ(行)と考えられる。
またその無明を縁とするサンカハーラ(行)は，出世間心に属するのではない。
この三行に分けられるサンカハーラ(行)は，無明を縁としており，またこれ
が縁となって，次の認識が生ずる。しかも『清浄道論』では，十二縁起はまた
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輪廻の過程と解釈され，無明と行は過去に属し，識・名色・六処・触・受・愛

・取・有が現在に属す。つまり端的には，福行等の行すなわち意思は，輪廻を

規定するのである。その場合，無記心や出世間心には，輪廻を規定する勢力

(サンカハーラ〉がない，ということである。

上の『清浄道論』の説を解説するためには，八十九心の説明を改めてしなけ

ればならない。八十九心はパーリ上座部特有の心の分類であり，その発端は

「法集論J(Dhamma-sanga'(li)において一応成立し， r摂阿毘達磨義論』
(Abhidhammattha-sa元gaha)において最終的に完成したといわれる50〉q 先に

も述べたように，人々の心はさまざまに異なっており，さまざまに色づけられ

ているのであって，人の境遇，心がけ，気質，認識の領域，感受の種類等とそ

れらの組み合わせによって，さまざまに異なるのである。その心の分類の標準

は，水野博士がいうように

付 眼識界・耳識界・鼻識界・舌識界・身識界・意識界・意界

七) 善・不善・無記

日 欲界・色界・無色界・出世間

伺憂・喜・苦・楽・捨(中立無関心)

回無因・一因・二因・三因

の五種であり，この組合わせによって，八十九心または百二十一心となるとい

う51凡なおこのほか，サンカハーラ(行，自他の促す力〉を伴なう(有行〉か，

それを伴なわない(無行)かという区別が加わることがある。

さきに見た福行等三つのサンカハーラ(行)は二十九種の意思であるとされ

たが，それは次のような二十九心に属する意思だというのである。

まず善心は欲界・色界・無色界・出世間の四種に分かれるが，無明を縁とす

る三行は，出世間心からは排除される。その善心は十七種に分類される。いま

水野博士の訳語で示しておく問。

欲界善 (kusalakamavacara) (八心〉

(1) 喜倶智相応無行 (somanassa-sahagata踊写a-sampayuttaasaIikhara) 

(2) 喜俣智相応有行 (somanassa-sahagatana¥la-sampayutta sasaIikhara) 

(3) 喜倶智不相応無行 (somanassa-sahagata泊料一vipayuttaasaIikhara) 

(4) 喜倶智不相応有行 (somanassa-sahagata国¥la-vipayuttasasa白khara)

(5) 捨倶智相応無行 (upekkha-sahagatana¥la-sampayutta asaIikhara) 

(6) 捨倶智相応有行(u pekkha -sahaga ta飼料-sampayuttasasaIikahara) 

(7) 捨倶智不相応無行 (upekkha-sahagata踊¥la-vipayuttaasaIikhara) 

(8) 捨倶智不相応有行 (npekkha-sahagatana¥la-vipayutta sasa企khara)
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色界善 (kusalarupavacara) (五心〉

(め尋・伺・喜・楽・定相応初禅(vi takka -vicara -pHi -sukha-samadhi-

yu tta -pa thama) 

帥 伺・喜・楽・定相応第二禅 (atikkanta-vitakkadutiya) 

帥喜・楽・定相応第三禅 (atikhanta-vic亘ratatiya) 

M 楽・定相応第四禅 (viratta-pHikacatuttha) 
帥捨・定相応第五禅 (atthaIigata-sukha upekkha-samadhi-yutta pan-

cama) 

無色界善 (kusalaarupavacara) (四心〉

M 空無辺処禅 (akasanancayatana-jjhanenasampayutta) 
帥識無辺処禅 (vinna¥lancayatana-[jjhanena]sampayutta) 

帥無所有処禅 ([akincannayatana-jjhanenasampayutta]) 

帥非想非非想処禅 ([nevasannanasannayatana-jjhanenasampayutta]) 

次に不善心(十二心〉は欲界にだけあって，貧根(貧りを根元とする八心)，

膿根(憎しみを根元とする二心)， 療根(迷いを根元とするこ心)に分類され

る。

貧根(lobha-mula)(八心)

(1) 喜倶悪見相応無行 (somanassa-sahagatadinhi-gata-sampayutta asaIi-

khara) 

(2) 喜倶悪見相応有行 (somanassa-sahagatadinhi-gata-sampayutta sasaIi-

khara) 

(3) 喜倶悪見不相応無行(somanassa-sahagatadinhi-gata-vippayutta asaIi-

khara) 

(4) 喜倶悪見不相応有行(somanassa-sahagatadinhi-gata-vippayutta sasaIi-

khara) 

(5) 捨倶悪見相応無行 (upekkha-sahagatadinhi-gata-sampayutta asaIi-

khara) 

(6) 捨倶悪見相応有行 (upekkha-sahagatadinhi-gata-sampayutta sasaIi-

khara) 

(7) 捨倶悪見不相応無行 (upekkha-sahagatadighi-gata-vippayutta asaIi-

khara) 

(8) 捨倶悪見不相応有行 (upekkha-sahagatadinhi-gata-vippayutta sasa企・

khara) 

膿根 (dosa-mula)(二心)
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(9) 憂倶横書栢応無行 (domanassa-sahagata patigha-sampayutta asaIi-

khara) 

帥憂倶旗議棺応有行 (domanassa-sahagata patigha-sampayutta sasa白・

khara) 

療根 (moha-mula)(二心〉

ω 捨倶疑相応 (upekkha-sahagatavicikiccha-sampayutta) 
倒捨倶控挙相応 (upekkha-sahagata uddhacca-sampayutta) 

以上，善心が十七，不善心が十二，加えると二十九心となる。この二十九心

には意思 (cetana，恩〉を本質とするサンカハーラ(行，勢力，推進力〉があっ

て，それが福行等の三行および身行等の三行に配分される。そしてそれが次の
ザンカハーラ

識の縁となり，輪廻を規定することになる。先には行離のところで見た 行

は五十余に数えられ，欲界第一善心においては三十六，色界第一善心には三十
サンカハーラ

三，貧根第一不善心には十七，療根第一不善心には十三の 行 が数えられて

いるのを見た。それらが別様に分類されて福行等の三行や身行等の三となった
チエータナー

のであろうか。あるいは行離の中の 思(意思〉だけが細分されて二種の三行

にされるのであろうか。その点は明確ではない。おそらくは両方の意味がある

のかもしれない。

以上の二十九心以外の心(六十心ニ出世間の善心四と無記心五十六)には，

福行等や身行等という，輪廻をひきおこすサンハカーラ(行〉はないことにな

る(つまり無明を縁として生じ，さらに識の縁となるサンカハーラ(行〉はな

いのである〉。しかし，それら六十心のいずれにおいても，先lこも見たように，

触・息・命・心止・作意等の基本的な普遍的なサンカハーラ(行)はあるので

ある。そしてそれだけではなし、。たとえば先にも見たように出世間心の第一心

には三十一種のサンカハーラ(行)が相応して(結びついて)いる。これらは

無明を縁とするのでもなく識の縁となって輪廻をひきおこす推進力となるので

もない，というのである。阿羅漢には輪廻がないのだから，阿羅漢果心(=出
サンカハ←ラ

世間異熟の第四果)には輪廻の因となるような 行 がないということは理解

できる。しかし須陀垣道心(=出世間第一善心〉等においては少しの煩悩が残

っているというのであるから， I無明を縁とする行」がないとするのは，いか

なる解釈にもとづいているのか，なお考察を要する。

先に心の分類の基準として，サンカハーラ(行，促す力)の有無，すなわち

有行と無行があることを見た問。『清浄道論』では， 有行 (sa-sa白khara)は

『渋り (sarpsimamana)または他の人たちに促されて (ussahita)J，無行 (a-
saIikhara)は『渋らず(asarpsidant)または他の人たちに促されず(anussahita)J 
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(p. 453)54)と説明されている。そして

『なぜなら，この意味におけるサンカハーラ(行)とは，自己または他人た
あらかじ

ちの力 (vasa)によって起こった予めの努力(前加行)(pubba-payoga) 

の同意語であるJ(p. 453) 56) 

という。

『法集論』の註釈 (Atthasiilini=As)は有行について次のようにいう。

『サンカハーラ(行，促す力)を伴なうのでサンカハーラ(行)を有する

( sasanIikhara，有行)。それは，サンカハーラ(行)を有する=促進(催促)

を伴なう (saussaha)=努力(加行〉を伴なう (sappayoga)=手段(方便〉を

伴なう (saupaya)=縁を取る (sa-paccaya-gaha早a)という意味である。』

(As. PTS ed. p. 1566-8) 

『ここに或る比Eが，精舎から離れたと ζろに住んでいて，霊廟の庭を掃除

する時か，或いは上座に奉仕する時になると， または聞法の日になると，

「私が行って帰って来るには，あまりに遠いであろう。行くまい」と考えて

から，再び考える。「比丘という者には， 霊廟の庭や， 上座への奉仕，或い

は閣法に行くことがふさわしい。行こう」と〔考えて〕行く。彼自身の努力

(payoga，加行〉によって或いは他人によって， I務め等を果たさないと過

失〔となり]，果たすと功徳(利益)[となる」と〕示され教えられ，或いは

まさに強制力をもって (niggaha-vasena，無理矢理)， Iさあ，これを行え」

とさせられているときに，生じた善心が，サンカハーラ(行，促す力)を伴

なっていasaIikhãrena) 縁を取って (paccaya-ggaha~ena) 生じた，という

のである。J(As. p. 156)57) 

この有行，無行というサンカハーラ(行)とは，要するに，自己または他人に

よる促す力，強制力であろう。ところでサンカハーラ(行)はもともと努力で

あり，促す力である。いまその促す力は勿論，心の力であり，意思力である。

無行心は促す力(強制力〉を伴なわない(無行)， といっても， それ自体は意

思(思)等というサンカハーラ(行〉を有している。無行心はむしろ自然な自

律的な心であって，かえって他律的な有行心よりも強力であるという問。それ

らが福行等である。

先に福行は布施や持戒等によって起こる，ともあった。その点を詳しく論じ

ているものに， r長部』の註釈書 (Sumangalaviliisini=DA.III. pp.997-998 
ad D. XXXIII. 1. 10， vol. 1. 10， vol. III. p. 217)がある。

『福なる行 (pu凶 aabhisa白khara，善なる準備推進力)福行が (punnabhi-

saIikhara，福徳=善の準備推進力〉がである。〈そこで福行とは何か。善なる
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意思 (kusala-cetana) であって，欲界に属し (kamavacara)，色界に属し

(rupavacara)， 施より成り (dana-maya)， 戒 (sila)より成り， 修習

(bhavana)より成る〉という。

このように説かれる八種の・欲界の善なる大なる心の意思 (kamavacara

kusala -mahac i tta -cetana)と，五種の色界の善なる意思との同意語がこれ

である。

またこの中では，施と戒より成る意思は八種だけである。修習から成る

〔意思〕は十三種もある。

また熟知の(pagu平司法を読請して，ー，二，結論に達しでも(anusandhi-

gata) (真意を〕知らないか， 後に思惟すると知るように， このように，遍

処(観念修行法，・業処〉の準備業 (kasil)a-parikamma)を行い， また熟知

の禅定を観察するものには，知を離れて (nal)a-vippayutta)も修習がある。

それで修習より成る〔意思〕は十三もある，といわれる。

その中で，施より成る等〔の意思〕において，施について施に関して

(danadhikiccaya)， (p.998)意思 (cetana)，志欲 (sancetana)，意思され

たこと (cetayitatta)が生ずる。

これが施より成る福行 (pu色nabhisa白khara，福徳、の準備推進力)といわれ

る。

戒について…-・修習について修習に関して，意思，志欲，意思された乙と

が生ずる。これが修習より成る福行(福徳=善の準備推進力)といわれる。

と，以上が略説である。

そうして衣など四種の必需品 (paccaya，衣・鉢・座臥所・薬)，あるいは

色等六種の対象 (aramm叫 a，色・声・香・味・触・法)，あるいは食物など十種

の施事 (dana-vatthu，布施の根拠)59)について，それぞれを与え，それらを

生ぜしめること (uppadana)を始めとし，前段階において，捨施 (pariccaga)

の時において，また後l乙愉快の心 (somanassa-citta)をもって追想 (anus-

saral)a) (の時〕において，という三つの特において起こるところの意思は

施より成る〔福行(福徳の準備推進力)Jという。
それから戒を満足するために，出家しよう，と精舎に行き出家すると，希

望 (mano-ratha)の頂点に達して， 出家するや，それに対して， くよいか

な，よいかな>と思い，戒本 (patimokkha)を護り (sarpvarant)，衣など

必需品を観察し，視野に入る色等に対して，眼の門などを護り，かつ生活

(ajiva)を清浄にしているものに起こる意思が，戒より或る〔福行(福徳=

善の準備推進力)Jという。
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『無磯解〔道Jj(Pa!isambhidii) ~こ説かれている，観の道(vi passana-
magga)によって，眼は無常，苦，非我であると修習し，意……，色，法，

眼識，・…一意識，…-一般触 (cakkhu-samphassa)，……意触，……眼触より

生ずる受(感受)， ..・…意触より生ずる受，……色想 (riipa-sanna)，……老

死60)は無常，苦，非戒であると修習しているものに起こる意思が，修習より

成る〔福行(福徳=善の準備推進力)Jという。

以上が詳説である。

また非福(不善)なる行(準備推進力)が非福行 (apun泊 bhisarikhara，罪

過の準備推進力)である。これは十二種の不善心61)と相応する (akusalacitta-

sam-payutta)意思の同意語である。またこれは， (次のように〕説かれる。

〈そこで非福行とは何か。欲界l乙属する不善なる意思 (akusala-cetana

kamavacara)である。これが非福行といわれる〉と。

不動 (ana色ja)，動揺なく，寂静，異熟たる (vipaka-bhuta)無色 (ariipa)

のみを為作(準備推進)する (abhisarikharoti)，というのが，不動行

(ananjabhisa白khara，不動の境地への準備推進力)である。これは， 四種

の無色界の善なる意志 (ariipavacara-kusala-cetana)の同意語である。す

なわち，いわく

〈そこで不動行とは何か。無色界に属する善なる意思 (kusala-cetana

ariipavacara)である。これが不動行といわれる〉と。 (DA.III. pp. 997-

998) 

右の和訳の中，-< >内は， ~分別論 j (Vibhaえgap. 13517-25) と同文である。

おそらく，それからの引用であろう。ここで意思というのは，行為の前段階，

行為の最中，行為の後という三段階に分けて説かれている。その初めの二つは

行為への意思，意欲であるが，行為の後の行為にもとづく意思とは，結局は行。
為の余力，余勢であり，行為の余力としての心のエネノレギーである。なお，こ

の他，註釈書には福行等に言及するものがあるが62〉，基本的な考え方はほぼ同

じである。

なお pu色白abhisarpkhara(福行〉等を「福徳(=善)の推進力」と訳してき

たが，これは，すでにふれたような福行等も，行為の途中とか行為の追想のと

きにおこる意志 (cetana=心の力)であるということを考慮したからである。

とれは「福徳等が〔次の生き方などを〕準備推進する」という乙とである。し

かし，福行等は，まず第ーには，行為に先立つ行為の動機としての意思である。
ことを考慮すると， i福徳(善〉を準備推進することJi福徳への推進力」でも

あり，また「福(善)なる推進力」でもある。 また不動行を「不動の境地への
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推進力」と解したが， f不動の境地の推進力」がありえないわけではない。

以上によって，パーリの論書や註釈書において，サンカハーラ(行)は，ま

ず能動的な勢力，心身の勢力，勢いを意味している，そしてその勢力や勢いは

心に属している，ということを見た。しかし，諸行無常という場合には，サン

カハタ (s叫 lkhata，有為，形成されたもの)と同じ意味である，と理解されて

いたことは，付記されなければならない問。

(2) 説一切有部におけるサンスカーラ(行)の定義と分類と解釈

(ー) はじめに一説一切有部における行語の新分類一

ノfーリ上座部の聖典(三蔵)と註釈書類や綱要書類が，すべて原典(パーリ

語〉として今日まで伝えられたのに対して，インド本土に行われた聖典も論書

類も，原典としてはほとんど伝えられなかった。それらの中でも，漢訳やチベ

ット語に訳されたものが，今日まで伝えられているのである。多くの部派の中

でも，インド北西部に行われた説一切有部では多くの論書が作られ，経説の解

釈が深められ，体系化が試みられた。それら多くは漢訳で伝えられて来た。

ノfーリの論書が，八十九心を中心に据えて，その一々の心にどれ士ざけのサン

カハーラ(行)の集合(行麗)(または心所法〕が結びついているか， という

観点から論じているのを見た。しかし他の部派は，心の種類に言及しないわけ

ではないが，パーリのような体系的な分類には達しなかった。説一切有部系の

論書においては，存在の諸要素ともいうべき諸法を体系的に分類する傾向は早

くよりあらわれ，ついに世友造と伝えられる『品類足論』巻第一の「鉾五事品」

において諸法を色・心・心所法・心不相応行・無為の五類(五法。後には一般

に五位という)に分類するにいたり， r大毘婆沙論J(巻97)や『倶舎論』巻4
等に継承されたが，心所法等の細分をどのように定めるか，については種々の

異論もあった。

これまで見て来た行離の内容となるものは，右の心所、法(心のはたらき，作

用，状態)と心不相応行(心と結びつかない諸勢力)の中に含まれることにな

る。心不相応行のような名称はパーリ上座部には知られないが，命根をその中

l乙含んでいる。これについては後に詳論する。またそれよりも先に「法趨足論』

巻lOf麓品第十九Jは，

『行離に二種有り。ーは心相応行麗，二は心不相応行語なりJ(r大正J26， 
501中〉

といって行麓を二種に分ける。心相応行とは心と結びついている諸勢力の意味

であって，そ乙には思・触・作意が挙げられている。先の心所法と心相応行と
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は大部分重複するととになる。この行慈の二種の名称は『品類足論』巻二(同

699中〉にも見られるし，後々まで継承される乙とになる。

(ニ) 行(サンスカーラ〉の定義

説一切有部系の論書の中で，特iと世親 (Vasubandhu)の『倶舎論J(阿毘達

磨倶舎論，Abhidharma-ko均一bhã~a) は，それまでの説一切有部における種

々の主張を整理し，経量部の立場からの批判や論評をまじえて体系化したもの

であり，その体系性と論題の豊富さによって著名である。幸いにその原典も回

収され，公刊されている。いまその書によって行語の内容とその意味を考察し

てみたい。

『倶舎論』巻ーの「界品J(Dhatu-nirdeSa)には，五離の説明がある。乙の

中で，行 (saIpskara)については， f色・受・想・識の]回以外のものが行誼

(saIpska-skandha)であるJ(1. 15頒 a)と定義される。そして，以下にその

註釈の文が続いている。いまサンスクリット文からの和訳を示してみる。
ザンスカーラ ザンスカーラ

『しかし色・受・想・識の回以外の行が行誼(行 の集合〉である。し

かし世尊によって経に

f(行〕は六思身(守的 cetana-kaya}:l， 色・声・香・味・触・法という六墳

に対する意思，志向)であるJ(r雑阿含J(41)， (61) (r大正J2， 9下， 15 

下)， S. III. p. 6025) 

と説かれたのは， (行において意思が〕主要だからである (pradhanyat)。

それ(意思)は業の本質であるから (karma-svarupatvat)，為作 (abhisaIps.

kara:ga，造作，準備推進)において主要である。まさにとれゆえに，世尊に

よって

「有為を為作(造作，準備推進)する (saIpskrtamabhisaIpskaroti)。ゆえ

に行取離 (saIpskaropadana-skandha)と言われるJ(r雑阿含J(46) (r大

正J2， 11下)， S. III. p. 878) 

と説かれた。なぜならば，そうでなければ，残余の心所と〔心〕不相応との
ザYスカ同ラ

行 とが〔行〕羅に含まれないことになるからであり，苦と集との真理も

ないであろうから， (苦の〕遍知と〔苦の集の〕捨断もないであろう。また世

尊によって

「私は，一法をも悟らず知らずしては，苦の終息をなす，とは言わない」

(r新阿含J(223) (r大正J2， 55中)， cf. S. IV. p.179) 

と説かれた。同様に捨断しない場合もそうであると説かれた。

それゆえに，必ずこれら(心所法，心不相応行)が行離に含まれる，と承
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認すべきである。j(pp. 1019-1P)64) 

玄英訳は，適切な語を処々に補ったように思われ，そこには

「行は造作に名づく。思は是れ業の性なれば，造作の義強し。故に最勝とな

すJ(巻 1，冠導本 11左〉

という一文がある。この傍点部はサンスクリット文にないが，よく行の特徴を

示している。「行は造作に名づく(行名ニ造作~)J の原語は， abhisarp.skaroti-iti 
サンスカーラ

sarp.skaral:t (為作=準備推進するというのが行 である〉と考えられる。そ
して， I有為を為作(準備推進〉する，有為 z 作られたものに準備推進する」の
サンスカラ

が，行 の特徴である，ということは，先に引用した経文にもある。実はその

経に相当するパーリ文では，続いて

『色(また受・想・行・識〉を色(また受・想・行・識)であるものとし

て有為(作られたもの，現象〉に為作(準備推進〉するj(ruparp.rupattaya 

sankhatam abhisankharoti， S. II1. p. 8765)，於レ色為作， 於ニ受想、行一識為

作， ~大正j 2， 11下)

と述べている。このように五慈(つまり身心〉を準備，用意，推進する力，形
サンスカーラ

成する力，原動力を 行 とする阿含・ニカーヤの説を引いていたのである。
サンスカーラ

ところで，行 は思 (cetana，意思〉であるという，もう一つの経説があ

る。これについて『倶舎論』は，思は業(行為)の本質であり，為作(造作，

準備推進〉するに虎たって，思が最も重要である，と考える。これによって二

つの経説は巧みに会通されたわけである。

ところで，このような解釈はすでに『大昆婆沙論』巻74にあるのであって，

そこにはまた

『有為を造作するが故に名づけて行と為す。思は是の造性なるに余法は繭ら
ひとえ

ざるが故に，仏は偏に思を説きて行語と為すj (~大正 J 27， 383下〉

と言い，また次のように述べている。

『行とは謂く造作なり。有為法中，能く造作するものは思を最も勝と為す。

思は但，此の行越中にのみ摂在するが故に，此の行雄は独り名けて行と為

す。J(同 384c-385a)

なお『大毘婆沙論」は， I五離は有為であるから皆行と名づける」という，い

わば広義の行と，狭義の行とを区別している問。つまり広義においては有為が

行であるのである。

『倶舎論』は，存在の要素ともいうべき法を数え上げ分類している。それら

は，後に中国や日本では，一般に五位七十五法と呼ばれるが，その中の心所法

(caitasika dharma)四十六町の中で受と想を除く四十四と，心不相応行(citta 
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viprayukta sarp.skara)の十四との五十八法が，行撞l乙含まれる乙とになる。

なお四十四の心所法は心相応行と呼ばれた。

それより以前にも， ~法語足論』巻10 や『品類足論』巻 1 が，心相応行語と

心不相応行語とに行羅を分類したことは，すでにふれた。受と想は原始経典で

は心行の内容ともされていた (S.IV. p.293， M. 1. p. 301)68)が，両者を行

離に含めしまうと，五慈の組織が崩れるためであろうか， ~倶舎論』等では，

乙れらを行薙lと含めないのである。

諸の心所の中から，受と想だけを除いて，他を行誼 l乙含ませることについ

て， ~倶舎論』は議論をしている。①受は愛欲 l乙執著するもとであり，想、は執
見lこ執著するもとである。②受も想、も輪廻の主要な因である。③また五離の順

序は粗雑なものから精細なものの順になっていて，受と想は行組に含まれる諸

法より粗雑である。このような三種の理由があげられている問。しかし，これ

らの理由が妥当であるかどうかは，よくわからない。受と想が輪廻の主要な因

であるのは， I受の昧を貧り，顛倒した想(観念)を有する者が輪廻するからで

あるJ70)としても，輪廻を規定するのは，むしろ，思 (cetana，意思，志向〉で

あると思われる。この思こそ業の本質であり，さらに行の主要な特徴とされる

ことは，先にも見た。

受と想を行殖から区別するのは，伝統説(原始経典〕への顧慮に由来すると

思われるが，その区別を正当とした概念上の相違もあったにちがいない。その

相違とは何であろうか。

受は痛さ(苦)，快よさ(楽)，およびそのどちらでもない(不苦不楽の)感

受である。これはあくまでも受動的な状況にある。次に想は， I特徴(相)が捉

えられていることを本性とする (nimitta-udgraha平atmika，取像為レ体)J (1. 

頒 cd)と定義され， Iおよそ青・黄，長・短，女・男，友・敵，楽・苦などに

いたるまで特徴(相，姿〉が捉らえられていること(-nimitta-udgrah碍 a)71) J 

と説明される。いま漢訳の能執取……楽等相にしたがって， I特徴(姿)を捉ら

えること」と能動的に訳すこともできるが，恐らくは，特徴(姿〉が捉らえら

れていることであり，心の中に浮かぶ表象，観念を意味する。能動的に意志を

加えても必ずしもそれらを変更したりすることができないものであろう。〔し

かし，そういう受や想も身心に強くはたらいて，力，勢いとなることもある。

そう考えると，それらは行の観念に近づく。原始経典で受と想を心行とするの

は，このように理解されよう。〕

これに対して，思(志向，意思)を主要とするン仔k，第一義的には能動的
な力，勢力，作用であると考えられる。スチエノレパツキー(Th.Stcherbatsky) 
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はサンスカーラ(行〉を「意欲と他の諸能力 (votitionsand other faculties) Jと

訳して，心相応行や心不相応行の行をも能力 (faculties)，または勢力 (forces)

と解している7ぺこの解釈は正しいと思われる。
サンスカーヲ

行 は識や心や意からも区別される。一般に仏教では，心・意・識は同じで

あるとされる問。識 (vijnana)は『倶舎論』には， i各々認識すること (prati-

vijnapti，各了別)J(1. 16頒 a)と定義され， íそれぞれの対象付i~aya) に対

して認識すること (vij白apti，了別)，知覚すること (upalabdhi，取境相」と

説明される 74)。それは感官(根)に応じて六識となる。これは十二処の意処で

あり，十八界の六識界と意界である，という。これが心である。

ところで，心と心の作用(心所〉とを分けることは，常識的にも困難である。

しかもその心は単な・る器官ではない。ヴァィシェーシカ(勝論)派では，意は

知覚や認識が生ずるためには不可欠の器官で，実体であり，微小な存在であ

り，速かに移動するという 75)。しかし， r倶舎論』の考える心はそうではない。

むしろ心の作用(認識〉であろう。一方，心の作用と考えられる心所〔の多く〕

は，心が生ずるときに必ずあい伴なうといい，或る心所が生ずるときに心も生

ずるといわれる 76)。心とその作用とが同時に生ずるということは，常識的であ
サンスカーヲ

るかも知れなし、。心(識〉と 行 の区別について，何らかの区別の鍵はない
サンスカ←ヲ

だろうか。諸の心所(受・想を除く〉が行 であるとすれば，それと区別さ

れる識(心〉とはどう違うのか。先に識は「各々認識すること」とあった。認

識する，知るというのは，或ることが分かる，ということであり，分かったと

いう以上は，分からないのではない。知った，認識したというときに，知らな

い，認識しない，或いは別様に認識するということはできない。知る直前まで

意志によって注意を傾けるであろうが，知るやいなや，その知った内容に対し

て意志を加えることができない。そうして見ると認識もまた意志の領域にな

い。知る，認識する，とは能動的表現であるが，窓意のままにならないという

点で，むしろ，結果的には受動的な心のはたらきであると考えてもよさそうで

ある。

これに対して，行語に含まれる心所法は，むしろ能動性が可能な心作用では

ないだろうか。

(三) 心所法と心不相応行

以下， r倶舎論j(根品第二〕における心所法と心不相応行の一々の概念を

見てみよう。なお四十六の心所法は六種に細分類されるので，その細分ととも

に，玄英訳，原語，スチエノレパッキーによる英訳，現代語訳，原典におけるそ
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の説明の要旨等を示すことにしたい(順序は大体玄突訳に従う)。なおスチェ

ノレパツキーによる英訳語を加えたのは，彼の解釈を知るとともに，概念をより

明確に示そうとしたためである 77)。

『倶舎論~ (Abhidharmakosa-bhasya)における心所法と心不相応行法

←) 心所法 (caitta， cai tasika， mental elements， 心l乙属する要素，心作用〉

(玄英訳巻四， 冠導本3以下， r大正~ 29， 18下以下， 原典 Pradhaned， 

pp.54f.) 

(1) 大地法 (maha-bhumika，general mental faculties present in every 

moment of consciousness，基礎的心作用〉。あらゆる心にある(伴なって

生ずる〉心作用 (p.54)。

0[1受(vedana，facculty of feeling(pleasant， unpleasant， indifferent)， 

感受〉。楽(快)・苦(不快，痛)・不苦不楽の三種の経験 (anubhava，

直覚，知覚)J。

0[2 想 (satpj回 ，facu旬。1conceρts (capable of coalescing with a 

word) ，表象，観念)。表象 (satpjnana)であり，対象の特徴(姿〉が捉

らえられていること]。

以上の二は行離に含まれない。以下は心不相応行 (citta-samprayukta

satpskara， faculties intimately combining with the element of con-

sciousness，心に関係のある勢力)。

03 思 (cetana，faculty ofωill， conscious effort，意思，志向〉。心の準

備=為作 (cittabhisatpskara)，意業。

04 触 (sparsa，jρculty of sensation (comparable to a first contact， 

betωeen 0旬ect，sense，organ and conscious刀ess)，接触〉。感官(根)と対

象と識との和合から生ずる接触 (sr斜i)。

05 欲 (chanda，jムculり ofdesire，欲求〕。行うことを欲すること (kar-

trkamata)。
ム6 慧 (mati，faculty of undestanding， discriminating，智慧〉。智慧

(prajna)。法に対する分別判断 (dharma-pravicaya)。

07 念 (smrti，facl均 ofmemory，記憶)。対象(所縁〉を忘れないこと

(alam banâpramo~a) 。

08 作意 (manaskara，faculりIof attention，注意，思念)。心を傾ける

こと (cetasaabhoga]:l)。

09 勝解 (adhimok号a，faculり ofinclination，心を傾けること，了解〉。
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心を向けること・了解 (adhimukti)

ム10 三摩地 (samadhi，faculty of concentration，心統一，集中)。心が

一点に集中する乙と (ekagrata)。

(2) 大善地法 (kuぬla-mahabhumika，universally“good" moral forces， 

present in every favourable moment of consciousness，善の基礎的心

作用)。善心の中に常にある心作用 (p.55)。

01 信 (sradha，faculty of belief in retribution， the puriり ofmind)。
心の澄浄 (prasada，浄信〉。四諦・三宝・業果に対する確信 (abhisam-

pratyaya)。

2 不放逸 (apramada，faculり ofacquiring and preserving good 

qualities)。善法の修習 (bhãvanã)。心を守る ζ と (ãrak~) 。

ム3 軽安 (prasrabdhi，faculty of mental dexteri払軽く安らかなこ

と〉。心の適応性 (citta-karmaJ;lyata)。

ム4 捨 (upe矧 ，faculりof伽 ntalequanimity， indifference，平静，無

関心〉。心平等性 (cittasamata)， 心を傾けないこと (cittanabhogat針。

05 慨 (hrI，faculty of shyness， modesty， humiliか，being ashamed 

with rげerenceω oneselj， 内心に恥じること〉。徳や徳ある人を尊重

すること (gauravata)。自ら顧みて恥じること (cf.p.59町内。

06 悌 (apatrapa，faculty of aversion to things objectionable， feeling 

dl恕ustwith rげerenceto othcr peoples' objectionable actions78)，他

i乙恥じること〉。罪において怖れを見ないこと。他を顧みて恥じること

(cf. p. 5919，23)。

07  無責 (alobha，faculty of absence of love，貧らないこと)。

08 無韻 (adv匂a，j白cultyof absence of hatred，憎まないこと〉。

9 不害 (ahirp.sa，avihirp.sa， faculty of causing no injury，非暴力，

不殺生〉。傷つけ悩まさないこと (avihethana)。

010 勤 (vIrya，faculty of courage in good action，精進)。心の策励

(abhyutsaha)。

(3) 大煩悩地法 (klesa-mahabhumika，ulliversally“obscured" elements 

ρresent in every unfavourable moment of conscioω'1less，煩悩の基礎的

心作用〉。常に汚れた心にある作用 (p.56)。

01 愚療 (moha，facul砂 ofignor(mce， the reverse of prajna， and 

thelてforethe primordial cause of co仰 notion(dultkha) of world-

process)。無明 (avidya)，無知 (aj踊 na)，不賢明 (asamprakhyana)。
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2 放逸 (pramada，faculty of ca何lesseness)。善法を修しない乙と。

不放逸の反対。

3 慨怠 (kausIdya，faculty of ma向 1heaviness， clumsilless， the re-

verse of parsrabdhi)。心iζ策励がないこと。勤の反対。

4 不信(品raddhya，facul砂 ofdisturbed mind)。 心の不澄浄。信の

反対。

05 惰詑 (styana，faculか ofsloth， indolence， inactive temperament， 

欝状態〉。身心が重いこと。身心の不適応性 (kayakarmaJ;lyatacitta-

karma別rata)。
06  量挙 (udbhava，auddhatya， facul砂 ofbeing addicted to plωu何
and sports， sanguine temperament，心の浮わっき，蝶状態)。 心が静

かでないこと (avyupasama)。

(4) 大不善地 (akusala-mahabhumika，universally“bad" elemellts tre-

sent in every unfavourable moment of conscioωness，不善の基礎であ

る心作用〉。不善心に常にある心作用。 (p.57)

01 無断 (ahrIkya，faculりofirreverence， arrogance， want of humi-

liち/，自らに恥じないこと〉。

02  無悌 (anapatrapa，facul砂 ofnot feeling indignant at offencess 

dOlle of others79)，他l乙耳bじないこと〕。

(5) 小煩悩地法 (parItta一klesa-bhumika，vicious elements of limitted 

occurrence，限られた煩悩の基礎的心作用)。

1 盆80) (krodha， facalり ofanger， violellce，怒り)。害心 (vyapada)

と加害 (vihi平sa)を除いて，有情と非情とに憤ること (aghata)(p. 

31318)。
2 覆 (mrakきa，faculりofhypocrisy， deceit (ザcourtiersalld others)， 

覆蔵〉。罪を隠すこと (avadya-pracchadana)(p. 31218)。

3 樫 (matsara，matsarya， faculり ofenvy81)，物惜しみ〉。法〔施〕・

財〔施〕・便益の施に反する心の執らわれ (cittagraha)(p.31215)。

04 嫉(Ir守ya，faculty of jealousy，嫉妬)。他の成功を心に恨むこと
(vyaro守a)(p. 31215)。

5 悩 (pradasa，pradasa， faculty of approving objectionable things， 

頑迷)。罪あ.:5ことに固執すること (savadyavastu-dfQhagrahi ta)。

6 害 (vi~i中sã， facul砂ザ causingharm， menacing，加害)。傷つけ

悩ます (p.31315)。
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7 恨 (upanaha，facultyザ break/ngfriendship)。憤ることを多くす

ること (aghatavastu-bahulikara)(p. 31315)。
てん

8 詣 (sathya，facultyザ pe併の，trickery，ごまかし)。心の曲ってい
ること(citta-kauti1ya)。それによってありのままに明らかにしない

で，そらし，或いは明らかに理解しない (p.31313)。
おう いつわ

9 証 (maya，facultyザ deceit，詐り〉。他をあざむくこと (paravancana

(p.31313)。

10 僑 (mada，faculy of complacency， seザ'_admirati仇福り〉。自分

の徳(法)にだけ執らわれている者の心の倣り (paryadana)。酒から生

じたような， 欲情から生じた特殊の興奮 (saIpprahar~a早a-vi生時a) (p. 
6116)。

(6) 不定心所 (aniyata，eight elements not having any definite place in 

the above system， but capable of entering into various combina-

tions)。或る時は善心と相応し，或る時は無記心と相応する。

1 悪作(悔 kaukrtya，faculty of repenting，後悔)。心の後悔 (vipra-

tisara) (p. 5710)。

2 睡眠(眠 middha，faculty of absent-mindedness， dreamy state 

of mind)。身を保つことができない心の麻庫(cittabhisaIp同epa)(p. 

31217)。

3 尋 vitarka，faculty of a searching state of mind，粗雑な大雑把な

思考)。心の粗大さ (cittaudarikata)(p.6022)。

04  伺 vicara，faculty of a fixing state of mind，細密な考察)。心の

微細さ (citta-suk~matã) (p.6022)82)。

ム5 貧 (raga，faculty of love， passion，欲情〉

ム6 損 (pratigha，faculり ofhatred，対立心〉

ム7 慢 (mana，faculり ofpride， an exagerated opinion of one's own 

pre-eminence by real or imagined qualifications，高慢)。他に対して

何らか勝れていることを考えることによって心が高ぶること (unnati)

(p.6116)。

08 疑 (vicikitsa，faculり ofa doubting turn of mind) 

白心不相応行 (citta-viprayukta問中skara，forces which can neither be 

included among materi・alnor among sPiritual elements，心と関係のない

勢力)。心と関係するのでもなく，色の本性を有するものでもない(p.62円.)。

1 得 (prapti，a force which control the collection of the elements 
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印刷 individualstreams of li怜 (santana)0 未だ取得しないもの (ω
の性質，姿勢，能力や悟り等〉や失ったものの獲得，獲得したものの具有

(p.6216)。

2 非得 (aprapti，a force which occωionally keeps some elements in 

abりancein an individual，非取得)。得の逆。

3 同分(衆同分 sabhagata，a force producing generaliり orhomo-

geneiり，uf existences， the counter-part of the rωlistic generality of 
the V aise~ikas， 同類性)。有情の同一性 (sattva-sãmya) (p. 6712)。

4 無想果 (asaIpj色ika，a force which (automaticaUy， as a result of 

former deed，) transfers an individual into the realms of unconscious 

trance，無意識)。無想有情天 (asaIpjni-sattvadeva=広果天 Brhatphala)

に生まれた人の心と心作用の滅 (nirodha)(p. 6813)。

5 無想定 (asa平jni-samapatti，a force stopping consciousness and pro-

ducing the unconscious trance (through an effort)，無意識なる禅定)。

無意識者の心統一，無意識なる心統一。第四禅に属する (p.692)。

6 滅尽定 (nirodha-samapatti，a force stopping consciousness and pro-

ducing the highest semi-conscious， dreamy trance，心・心作用の止滅

した禅定)。非想非非想処に属する (p.702，8)。

07  命根 (jivita，the force of 1ザeduration， a force which at the time 

of birth forecasts the moment of death， just as the force with which 

an arrow is discharged forecasts the moment when it wiU faU 

down，生命〉。寿命(亘yus)であり，それは体温と意識を保つものとなっ

た・存続の因である法である (p.7314，21)。

8 生 (jati，origination，発生)。法を発生させる (p.7519)。

9 住 (sthiti，subsistence，存続)0[法を〕存続させる (p.7519)。

10 異 (jara，decay，老化)0[法を〕老化させる。 (p.7519)。

11 滅 (anityata，extinction，無常性)0[法を〕消滅させる (p.7520)。

12 名 (naman，the force imparting signzヌcanceto words，名称，単

語)。名称づけ (sa平j踊 -karal).a)。例えは，色・声等 (p.8013)。

13 句 (pada，the force imparting significance to sentences，文句，短

文〉。意味の完結した限りでの文章 (vakya)。例えば， Iまことに諸行は無

常である」等。それによって動詞・性質・時の特殊の関係が理解される

(p.1←15)。

14 文 (vyanjana，the force imparting signzヌcance to articulate 
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sounds83〉，音節，字音〉。字音何k:?ara)。例えばア，ア一等 (p.8015)。

以上のうち， 0印を付した項目は，先に見た『摂阿毘達磨義論j(Abhidham-
mattha-sangaha)にも出ている心所法であり，ム印のものは， 同論において

類似の心所法の名があるものである。こうしてみると，上の心所法の大半(三

十三〉は南方(パーリ)上座部とも共通していることがわかる。上座部では命

根を心所法(=行蓮〕の中に位置づけるが，別l乙色離の中にも命根を考えてい

る。上の心不相応行の命根は上座部の色離の命根に相当するというべきかも知

れない。ともかく命根を別とすれば，上の心不相応行は，パーリ上座部にはな

い。またパーリ上座部でいう身軽快性ないし心直性，正語・正業・正命，悲・

喜 (mudita)は上にはない。
ザソスカーラ

さて以上のように心相応行(心所法の大半)と心不相応行とを全て含む 行
サンスカーラ

の概念は，どのようなものであろうか。スチェノレパツキーは，五離の 行 に

volitions and other faculties84) (意思と他の諸能力)，または willand other 

forces85) (意志と他の諸力)という訳語を与え，心所法の全てにfacultyof...… 

(の能力)という訳語を与え86〉，心不相応の一々(生・住・異・滅を除く〉を

a force..・…(-…-の勢力〉という87)。そしてその解釈は， 上掲の心所法等の

一々についても，以下に検討してみるように，よくあたっていると思われる。
サンスカーラ

要するに結論的には，心所法(心相応行)と心不相応行にわたる 行 は，彼

もいうように，意志 (will)をも含めた諸の能力 (faculty)や勢力(force)で

あろう。一語としては，勢力とか，勢いといってもよいであろう。それは能動

的な力，勢い，勢力であり，またそれらの勢力は必ずしも顕在的ではないこと

も多いから，潜勢力でもあるであろう。

右の心相応行(心に結び、ついた諸勢力)としての心所法の大半〔に相当する
サンカハーラ

もの〕は，パーリの論書においても 行 の集合(行趨)に含められることは，

すでに見た通りである。またそれらがどうして行であるのかということも，す

でに考えてきたことから推して知ることができょう。しかしパーリ論書lこない

心不相応行〔心に結び、ついていない諸勢力)については，まだ考察していない

ので，以下において見ておきたい。

(四) 心不相応行法の内容とその意味

『倶舎論j(巻4)における心不相応行の一々の説明は， 相当に詳しく，煩

頭な議論をも伴なっているが，いまはなるべく要点のみをたどりたい。

心不相応行の最初に得 (prapti，取得)を掲げることは， ~法趣足論』巻10

や『品類足論』巻11こも見えており， 早くから知られていた。 この得とは，
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「未だ取得しないものや失ったものの獲得(labha)と，獲得したものの具有

(samanvaya， samanvagama) Jと説明された。非得は得の逆である。何を取

得したり，取得しなかったりするのかというと，まず「自分の〔個体の〕相続に

入って来る〔有為の諸要素(法)Jの得非得である (praptyapraptIyrtana 
patitanam， p. 6218) J。また「無為の〔法要素(法)Jにおいては〔択滅と非択
滅との二種の〕滅 (nirodha)の得・非得であるJ(p. 6221)という。単純化し

て考えると，人がその生存中に自ら何らかの法(存在の要素，心作用や心の性

質等)を取得するのが得，それを失うのが非得と考えられる。無為(asa耳lskrta，

作られないもの)とは，知の対象(所縁)となるという限りでは全くの無では

なくて存在するはずであるが，我々から見るといわば非存在である。説一切有

部では，無為とは， (1)択滅〔無為J(pratisarp.khya-nirodha，煩悩等が洞察知
によって滅する乙と。その結果としての煩悩等の非存在)と(2)非択滅〔無為〕

(apratisarp.khya-nirodha， 洞察知によらないで滅していること。生ずべき因

縁が欠けているための非存在)と(3)虚空〔無為J(akaぬ，何もない空間)の三
である。乙の中，虚空については得も非得もないという。この得は性質(徳〕

や技術(主持拡)や姿勢(威儀路)の取得であり習得でもある。これは人品

(凡夫と聖者〉の違い(差別)を説明するために要請された如くに説かれてい

る。この得は，金銭や物質的な財産などを得ることには適用されない。これは

人間存在(諸要素=法の集合)を可能にする一つの原理で、あり，かつ人間が心

を改めて向上したり，悟りを聞く可能性や能力であり，これも人lこそなわるべ

き勢いとか勢力とかいってもよいであろう。

同分 (sabhagata，同類であること)は衆同分 (sattva-sabhagata，有情が同

類であること)とも呼ばれ，有情が同じであること (sattva-samya，有情の同

一性)と説明される。そして
『もし有情が同類である乙と (sattva-sabhagata，衆同分〉という差別され

ないもの (dravyaavi古i~\a) がないならば，互いの差別によって区別された
諸の有情に対して，区別せずに， それぞれ有情であるという観念 (buddhi，

覚)や指名 (prajnapti，施設)はないであろう j(p. 6716-18)88) 

といわれる。ここに同分というのは「人である」とか [1神である」とか〕と

いう認識や名称を可能にする原理である。

ところで「人」とか「神」とか，というのは一般的な名称であり，概念七あ

り，語であるが，ここで同分(衆同分)というのは，そういう一般的な概念や

語が示す内容(対象，事実〉を指し示そうとしているよう問えられる。いろ

いろな，それぞれ異なる人がいるのに対して， 1人である」と言いうる原理，
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「人」という概念(語)を可能にする原理(普遍)を考えているのである。や

はりそれも効力，勢力をもったもの，一種の勢力と考えられるのであろう。

無想果 (asaJ:p.j白ika，無意識状態)というのは，次の無想定 (asaIj1j負i一切ma-

patti，無意識となる禅定〉の報いであって，それによって色界の広果天に生ま

れる。その生まれるときと死ぬときは想(意識，観念〕があるが，その中聞に

は想がない。これが無想天の有情である。この無想天の有情が何も思わず何も

考えず，全く精神活動がない(心・心所法が滅している〉状態にあるととを無

想果という。しかしそれが永遠の存在でないから，そのうち必ず想が起こっ

て，他の欲界の有情に生まれかわるという。すなわち

『そして彼らはそこから，長い眠りから覚めたように，死去して欲界に生

まれるが，他処には〔生まれ〕ない。先の禅定の勢力(行〉が尽きるから

(purva -sama pa tti -saIj1skara-pariki?ayat)，また新しく〔禅定の勢力を〕積

まないから，勢力を失った矢が地l乙落ちると同様であるj(p. 6821-23) 89) 

といわれる。つまり無想果も飛矢の勢力にたとえられる持続力のように考えら

れる，というのである。

次の無想定 (asaIj1jni-sama patti)と滅尽定 (nirodha-samapatti)とは，い

ずれも，禅定によって心とそのはたらき(心所法〉とがなくなってしまう境地

である。両者の差別については種々の議論がある中で，無想定は第四禅(静慮〉

にあり，滅尽定は非想非非想処(有頂〉の禅定にあり，前者は凡夫(異生〉だ

けが得，後者は聖者だけが得るというが，この前後の議論は筆者には難解に思

われる。いずれlとせよ，無想定も滅尽定も，永遠にその状態が続くわけではな

いから，一種の持続力である。無想定の報いとして無想天に生まれ，心や心の

はたらきのない状態が得られると，それが先に見た無想果である。無想定は持

続力であるとともに，次の生存を規定する力となるのである。
サンカハーヲ

命 (jivita，生命)が行であることは，原始聖典に見えている。そして命

根(生命の機能，生命力〉は，すでに見たように，パーリ上座部でも行越の中

に数えたが，心所法として扱かうようになる。一方，パーリ上座部では別に色

離の中にも命根を考えている。この二穫の命根は説一切有部には知られていな

いようである。ここでは心にも色にも属さないいわば独立の勢力として，生命

(命根)を考えているということができょう。『倶舎論』の本頒 (2.45a b)に

は

『命とは寿命である。なぜなら体温(媛)と意識(識，こころ〉とを保つも

の(基盤)だからだj(ayur jivitam， adhara ui?ma-vij踊 nayorhi yaJ:t.命

根瞳即寿 能持ニ媛及識J

-106一

諸行考 (IV) (村上)

とある。そして

『およそ体温と意識とを保つもの(基盤〉となっている存続(生存)の因。thiti-hetu)である法(要素〉が寿命(亙yuめである。いまその寿命を保
つもの(基盤〉となっているのは何か〔というと]，閉じそれら体温と意識

とであるj(p.21-22)90) 

と，体温と意識とが，寿命と相互依存の関係にあることを示している。寿命と

体温と意識とが生きている身を保つのであって，この三が身を捨てると人は死

ぬという乙とを，経文の引用によって示している。寿命と業と死等に関して，

以下に多くの議論が続いているが，その寿命を明らかに勢力，勢いとして示し

ているところがある。

『なぜなら，業によって個体(同分， nikaya-sabhaga)の勢い (avedha，

勢分)が作られている限り，これだけの時の間，持続すべきであるという，

その間，それ(個体)が持続する。これが寿命といわれる。〔それは例えば〕

穀物の熟する時の勢いの如く (paka-kalavedhavat)，また放たれた矢の〔飛

行の〕持続する時の勢いの如くである (ki?ipta-ii?u-sthiti-kalavedhavat)0 J 

(p.744-6)91) 

命すなわち寿命もまた勢いであることが示された。

次の生(jati，発生)・住(sthiti，存続)・異(jara，老化〕・滅(anityata，無常

である ζ と)とは，有為すなわち一般に存在するものの四つの特相(lak~a:Q.a ，

相)と呼ばれる。もっともこの四相については多くの難解な議論が続いている

中で，論者は生等は仮設仮立にすぎない (prajnapti-matra)92)と主張するのに

対して，ヴァィパーシカ派 (Vaibhal:?ikaJ:t，毘婆沙師)すなわち説一切有部は，

「だが生等は実体の存在として (dravya-bhavena)もう成立している」悶とい

うと結んでいる。ともかく，これら生・住・異・滅も，存在するもの(有為の

諸法〉のそなえている姿(相〉であり，かつまた勢力，勢いであるといってよ

いであろう。

最後に名 (naman，名称，名前・単語)・句 (pada，文句，短文)・文(vya必
シラプル

jana，音節・字音)の三に関する議論は， 言語哲学に関係している。〔なお名

身 (nama-kaya，名の集合)，句身，文身と呼ぶこともある。身とは集合，集

団の意味である〕。論者は

『しかし乙れら(名等〉は， 語(ことば〉を本性とするから (vak-svabha-

vatvat)，声を本体とする (sabdatmaka)ので，色の本性をもっ (rupa-sva司

bhava)のではないか。どうして心不相応〔行〕と言われるのか。j(p. 8<f2-23) 94) 

と問う。論者は名等は声を本体とするから，物質的なもの，すなわち色離に属
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するのではないかという。これに対する答えは，それを否定して，

『なぜなら語 (vãc) は音声 (gho~a，音響)であって，音声だけでは意味が

理解されない。むしろ，語は名においてはたらき(機能し)，名は意味(義)

を明らかにする。語は音声だけではない。しかしおよそその音声によって意

味が理解されるその音声が語である。~ (p.8023-25)95) 

以下に論者(経部〉の批判的な議論がある。

まず，一つの声(=語〉にも多義がある。例えばgoという声(語)には九つ

の意味(語，方位，地，光，金剛，獣，眼，天，水)がある。だから

『それではいかなる音声によって意味が理解されるのか』

というと，

『およそ話者たちによって諸の意味の中で〔意図して表す意味を選択して〕

限定が行われた〔音声〕である (yo'rthe~u krtavadhir vaktrbhil]， p. 8825) ~附

と答える。語は話者の意図，そして社会的な約束や慣行にもとづいている。か

くして

「なぜなら，名が意味を明らかにすると考える者も，必ず次のことを承認し

なければならない。すなわち，もし単語(=名〉の意味するところが理解さ

れた (pratita-padarthaka)[声だけ〕があるならば，それが〔意味を明らか

にする〕と。そしてそこでこのこと(意味を明からにすること)は，単語の

意味するところが理解された戸(語)だけからj成立すると。すると他の(独

立)なものとして名を考える用は何であろうか。~ (p.814-5) 

名という独立な原理は無用だという。さらに

『さらにまた，語 (vac)は名においてはたらく (pravartate，機能する)と

いうことも知られなし、。まず〔語は，名を〕生ずる (utpadayati)のか，そ

れとも顕す (pral王国ayati)のか。もし〔語が名を〕生ずるならば，語は音声

を本性とするから全て音声だけが名を生ずるであろう。或いは名を生ずると

ころのそのような特殊の音声が認められ(主張され)るならば，その〔音声〕

だけが意味を明らかにするものであろう。

もし〔語が名を〕顕すのであるならば，語は音声を本性とするから全て音

声だけが名を顕すであろう。或いは名を顕すところのそのような特殊の音声

が認められ(主張され)るならば，その〔音声〕だけが名を明らかにするも

のであろう o~ (p.815-10)97) 

語や音声のほかに，名という原理を設ける必要はないという議論である。さら

に語が名を生ずることができないという議論が続く。

『周知の如くにも，諸の声には一瞬間(剥那〉に集まる (k~aI].aika-milana)
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合体すること (samagrya)はない。そして〔法の〕一部分が生ずるというこ

とは正しくないので，どうして語は名を生ずるのであろうか。

〔論者がいわく， たとえば受戒の時の表業 (vijnapti，形に表れた行為・動

作は多剃那にわたるが，最後の剥那に無表業 (avijnapti，形l乙表れない業，

無表色〉を生ずるのであるが]，まずどうして過去〔の表業〕を予想して最後

の表〔業〕の剃那が無表〔業〕を生ずるのか， [と問うならば，答える〕。そ

うならば，その場合，最後だけの声(音〉において名が生ずるのだから，誰

でもそれだけの一つ(音〉を聞くと意味を理解するであろう。〔しかしそう

いうことはない〕。

もし，語は音節(文〉を生ずるが，音節が名を〔生ずる〕と，こう考えら

れるならば，ことでもその同じ結果になる。諸の音節の合体することがない

からである。そして語が名を顕すとしても，その閉じ結果になる。
シラプル

しかもまた，すぐれた知恵者たちも心をこらしでも，音節(文〉と語とを

特相の上から区別することができない，と語が音節を生ずることも顕すこと

も正しくない。~ (p.8110-16)98) 

このあとは省略するが，最後に論者は，音節(文〉だけを独立の実体と考える

ことを認めるにしても，名と句(短文)は無用であると主張する。にもかかわ

らず，この節の最後は

『しかし〔心〕不相応行を本性とする(viprayukta-saIj1skara-svabhava)名

身等は実体としてもうある，というのがヴァィパーシカ派である。なぜなら

全ての諸法が思弁によって達せられるわけではないからだ~ (p.8124-25)99) 

と結ぼれている。以上のように，説一切有部の主張する名・句・文に対して世

親は種々の批判と疑問を呈しているが，名・句・文を心不相応行として立てる

趣旨は何であろうか。上引の議論においてよく示されているように， 1"どうし

て声(音)が意味のある名を生ずる(あるいは顕す)かJという間いに答える

はずのものであろう。言語の単位としての母音等の音節(文)と，名等を表す

単語(名)と文章(句)とが，言語の構成要素として，言語生活に不可欠のも

のと見るからにほかならない。名(単語〉等が意味を表し伝えるように機能し

なくては言語〔生活〕は成りたたない。この言語を成り立たせる機能をもった

要素が名等である，と考えられる。だから，これも一種の勢力，勢い，力とし
サンカスーラ

て 行 の中iこ含められたものと推定される。

以上，十四種の心不相応行法は，いずれも勢力，勢い，力であると考えられ

ることを見た。

心不相応行の名称は，上にもふれたように，既に『法趨足論』巻10や『品類
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足論」巻uこ見える。その内容は，得・無想定・滅定・無想事・命根・衆同分
・依得(住得)・事得・処得・生・老・住・無常〔性JC無常)・名身・句身・文

身の十六である 10九『倶舎論』で見たものの中の非得を除いているが，依得・

事得・処得の三を加えている。その他の十三は，訳語を別にしているところが

あっても，ともに全く共通している。『倶舎論』にない依得等の三は， r品類足

論』によると

「依得とは所依処(よりどころ〉を得ること，事得とは諸離(身心の要素〉

を得ること，処得とは内外処(認識の機能とその対象)を得ること」

と説明されている。これらの三は，我々の存在や認識を可能にする原理一一

力，勢力一ーを意味しているといってよいであろう。心不相応行という名称の

もとに，心にかかわりのない諸の勢力の類を包括することは，説一切有部の伝

統となっていたことが知られる。
そくけんだら

世親と同じころの塞建陀羅の『入阿毘達磨論』は，五位の体系を採用せず，

五離と無為とをもって諸法を分類している。そこでも行離は相応行(=心相応

行に同じ〉と不相応行(=心不相応行〉とに分かれており，後者の内容は『倶

舎論』のそれに等しい10九

説一切有部において成立した心不相応行は，稔伽行派にも継承される 102)。

六結論

以上に見たように，南北の部派の論書において，行 (saIikhara，sarpskara) サンスカーラ

の集合(行謹〉の内容になるものは多く数えられている。その中で 行 の特

徴を最もよく示すのは，意思 (cetana，思)と，諸の煩悩の類と，生命(命根〉

であろう。煩悩の類は修行によって無くすることができるとしよう。生命は生

きているかぎり持続するはずである。意思は意識的なものであれば，睡眠中や

失心の状態などでは中断される。しかし，無意識的な意思，潜在意識のような

内的衝動は，いつも持続しているであろう。こういう持続する力，勢い，勢力
サンスカーラ
が 行 lこ特徴的なのであり，しかもこの勢力によって，有情の生存が可能で

あるのである。

行 は主として有情の存在をあらしめる諸の勢力である(説一切有部等でい

う心不相応行の中の生・住・異・滅だけは，有情だけではなく非有情にもあて

はまる)。そしてそれは主として有情にそなわった，あるいは有情の中にあるサンスカーラ
勢力である。してみると，身心をそなえた有情にしてみれば，行 とは身心の

勢力であることになるであろう。
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ノfーリの論書は，すべてのサンカハーラ(行)を心に所属する(心所法〉と

するのに対して，説一切有部では，心にかかわりのなLf存そ心不相応行〉を
サγスカーラ

説くので，行 の集合(行雄〉の細分はかなり異なってくる。しかし，それら

を通じて，行 (saIikhara，sarpskara)は，まず有情(人間)の存在をあらしめ

ている諸の勢力，勢い，力，原理を意味しているのである。そしてその中で最

も普遍的なのは，意識的無意識的な意思(思〉と生命(命根)であろう。

以上によって，原始経典においても，後の部派の論書においても，行 (sarpk-

hara， sarpskara)が，まず第ーに，そして主として能動的な勢力，勢い，力，

とりわけ身心(心身〕の勢力，勢い，力を意味する，ということを見た。ただ

し，無常備の諸行無常という場合には，その諸行はとくに有為(作られたも

の，存在するもの)と同じである，とも解されることになるが，それは「勢力

を有するものJ，i勢力によって存在しているもの」であり，やはり原意が勢力

(勢い，力〉であることに関連しているであろう。

そして諸の勢力(勢い，力〕が人間存在(身心)をあらしめ，存続させ，さ

らに凡夫にあっては輪廻における次の生存をも条件づけるのである。

このように見てくると，オットー・フランケがサンカハーラ(行)を主とし

て表象 (Vorstellung)と解したが，それはほとんどあたっていないし，和辻博

士が行を為作一般と解したが，それも妥当しないことになる。むしろ，木村泰

賢博士がこれを力とか，原動力と解釈し，スチェ jレパツキーがこれを勢力

(force)と解したことは，正しいと判断してよいことになろう。

そして以上のように，仏教におけるサンスカーラ(行)を解釈するときには，

ここにインド哲学一般におけるサンスカーラ(潜勢力，勢力)の概念や用語法と

矛盾することは殆どない103)。仏教におけるサンスカーラ(行)の意味や用語法の

多くは，インド哲学一般のそれに通じているのである。ただし仏教ではわ存ーラ

が身心をあらしめ，維持する諸の力勢力として，非常に重視され，詳しく考察
サンスカーラ

されてきたことは他に類のないところである。ここに 行 の考察が仏教の身

心観を明らかにすることになったのである。
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国や日本の伝統となり，五位七十五法という数が確定するにいたったのである。な

お五位五十五法とは，色法十一，心法ー，心所法四十六，心不相応行法十四，無為

法三のことである。色法は眼・耳・鼻・舌・身・色・声・香・味・触・無表色の十
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一。無為法は虚空・択滅無為・非択滅無為の三。他は本文でふれた。

83) vyanjanaが，ア，ア一等の字音であるとすれば，乙の説はおかしい。 theforce 

which produces articulate soundsであろう。

84) Th. Stcherbatsky， op. cit. p.6. 

85) Ibid. p.98. 

86) Ibid. pp.100-103 

87) Ibid. pp.105-106. 

88) 玄英訳では巻五初。『大正~ 29， 24上。『国訳一切経昆曇部二十五~ 206ページ参

照。乙の同分(衆向分〕は， ヴァィシェーシカ(勝論〕派の普遍 (samanya，同〕

と同様である。乙のととは『倶舎論』自体にも言及がある (Pradhan，p. 684)。ま

たAbhidharmadiPa(ed. by P. S. Jaini， Patna 1977) p.90'Oにも同様の言及が

ある。衆同分を普遍のように解する説明は，すでに木村泰賢『小乗仏教恕思論』

(大法輪閣『木村泰賢全集)230第五巻ページにある。

89) 玄奨訳では巻五， 11大正~ 29， 24中。『国訳一切経昆曇部二十五~ 210ページ参照。

90) 玄奨訳では巻五， 11大正~ 29， 26中。『国訳一切経昆曇部二十五~ 222ページ参照。

91) 玄英訳では巻五， 11大正~ 29， 26中。『国訳一切経昆曇部二十五~ 224ページ参照。

なおこの個所は以下の文とともに本稿(ill) (11仏教研究』第18号)69-70ページにも

紹介した。

92) Abhidharmakosa-bhã~ya p. 808， 11大正~ 29， 28下「現等唯仮建立，無=.5.Pl実

物。為ν令ニ諸行本有今有仮立為v生。J 11菌訳一切経毘曇部二十五~ 239ページ参

照。との論者は経部であるという。

93) Abhidhω'makosa-bhã~ya p.808， 11大正~ 29， 29上， 11国訳一切経昆曇部二十五』

242ページ参照。なお生住異滅の四相をして生住異滅せしめる原理を考えるのは『大

昆婆沙論』巻39 (11大正~ 27， 200下〕に始まるという。木村前掲書230ページ参

照。

94) 11大正~ 29， 29上。『国訳一切経毘曇部二十五~ 244ページ参照。

95) 同参照。

96) 11大正~ 29， 29上。「能説者於二諸義中ー己共立為ニ能宣定量ーJo 11国訳一切経毘曇

部二十五~ 244-245ページ参照。

97) 11大正~ 29， 29中。『国訳一切経毘曇部二十五~ 245ページ参照。

98) 11大正~ 29， 29中。『厨訳一切経毘曇部二十五~ 246ページ参照。

99) viprayukta-sal!lskara-svabhava* namakayadayo dravyata iti Vaibha早ikal;t.

*テキスト (p.8124) は -sal!lskara-bhavana。 平川彰『倶舎論索引~ 1， p.331下6

によって改める。玄笑訳巻五『大正~ 29， 29中下。『国訳一切経毘曇部二十五~ 247 

ページ参照。名句文については， 11大毘婆沙論』巻14 (11大正~ 27， 69下以下)にも

詳しい議論がある。なお以上の名句文の解釈の個所については金倉圃照「仏教にお
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ける言語の哲学的考察J(Wインド哲学仏教学研究Jl[ 1 J29-45ページ)参照。

100) W品類足論』巻1， ~大正Jl 26， 692下， 694上。『法議足論』巻1仏 『大正Jl26， 

26， 500下， 501中。括弧内の住得，無常は『法趨足論』の訳語。

101) ~大正Jl 28， 981下一982上。山上春平『仏教の思想 2存在の分析<アビダノレマ>Jl

(角川書庖，昭和44年)259ページ以下参照。また最近公刊されたAbhidharmadiPa

(D. S. laini ed. Introduction p.94， Text pp.85任〉も『倶舎論』と同じ十四穫

の不相応行を数えている。

102) 世親『大乗五議論』は行離の中に，受と想以外の心所法と，心不相応、行を含む。

後者の内容は， W倶舎論』が掲げる十四法の次に異生性(凡夫であること〕を加える

十五法とする (W大正Jl31， 849下〕。

天毅『大乗百法明門論本事分中略録名数』は五位百法の名目を掲げる小論である

が，その中の心不相応行法は二十四ある。すなわち先の『五議論』が掲げる十五法

の中から非得を除いた後に，流転・定異・相応・勢速・次第・方・時・数・和合性

.不和合性を加えるのである。

世殺の兄と伝えられる無着 (Asailga)の『大乗阿毘達磨集論Jl (~大正Jl 31， 664 

上以下。 Abhidharma-samuccaya，ed. by P. Pradhan， Santiniketan 1950. pp 

5f.)もまた，五離の中に諸法を分類している。その中で行離を六思身とした後lζ，

受・想を除く心所法と心不相応行をすべて行落としている。心不相応行は先掲の百

法明門論の二十四種の中，不和合性を除く二十三法となっている (W大正Jl31， 665 

中-666上， Pradhan， pp.10-11)。 いま『倶舎論』にない名目を挙げてその解釈を

加えてみよう。

14 異生性 (prthag-janatva，凡夫である乙と〕諮霊法を得ないと凡夫であると仮

説される (prajnapti)(p. 11'5-'6)。

1臼5 流転〔匂prav可rt凶ti，活動〉 因果の関係が断絶しないと (he日et同u-p凶hal弘a←予prab加an

dhanup戸acωche吋deめ〕流転(活動〉と仮説される。

16 定異 (pratiniyama，それぞれ決まっていること〉 因果が種々異なると (hetu-

phala-nanatve)定巽と仮説される。

17 相応 (yoga，相似，相続〉 因果が相似していると栢応と仮説される。

18 勢速 (java，速さ〉 因果が速かに活動すると勢速と仮説される。

19 次第 (anukrama，順序) 因果が一つに活動すると次第と仮説される。

20 時 (kala) 因果関係がはたらくと時と仮説される。

21 方 (desa，場所，方位) 東南西北下上あらゆる十方における因果そのものが

方と仮説される。

22 数 (sarp.khya) 諸の勢力(行〉が一々具なっていると数と仮説される。

23 和合 (samagri，合体) 因果の縁が和合すると和合と仮説される (p.1124)。

〔以上については， W大乗阿毘達磨雑集論J巻2，同 700上 701上にも同様の説明

-118-

諸行考〔村上) (IV) 

がある o ~木村泰賢全集第五巻Jl (大法輪閣)231ページ以下の解説参照〕。以上の心

不相応行法は，説一切有部の場合と異なって，仮説〔仮設，仮立〉つまり人為的な

概念設定とされて，実体とは考えられていない。けれども，我々の存在をあらしめ

る原理である。それらの中に，勢速のように，勢いを意味している原理があること

は7j子ヲの意味を考える上で注目されると乙ろである。なおこれらの中には，ヴ、ア
イジェーシカ(勝論〕派で立てる原理に類するもの(時，方，数，和合〕があると

とは，木村泰賢博士がすでに指摘している(前掲書232ページ〉。

103) 本稿(1)(W仏教研究』第16号)， 52-55ページ参照。またフランケ，和辻，木村の

諸説についても同 55-60ページ参照。

〔付記〕 干潟龍祥先生は，早くより拙文に注目下され，毎回所感や所見を書き送って

下されたことに，筆者は感激し，励ましをおぼえて来た。干潟先生は行に「動いている

乙と」という解釈をされて，しばしば卑見を徴された。先生の言う真意は詳しくはわか

りかねるものの，たしかにその解釈は漢字の行の意にも合うので，よいようにも思われ

る。しかし他方，行が多く複数に用いられることに注意するならば，邦語の I~ 乙と」
というのは，複数には考えがたいので，一般化はできないように筆者は考えている。む

しろ「動いているもの(力，勢い)Jとでも解釈しなおすならば，どうであろうか。「動

いて行く力，勢い」といってもよいであろう。

本稿(1~IV) は，註(1)にふれた拙稿とともに，昭和58~59年度の講義の資料にもと

づいている。この間『仏教研究』編集担当の森祖道博士の御高配によって，本誌第16号

より四回にわたって，本論稿の全文を公表する乙とが出来たことは，幸いであった。謝

意を表する次第である。

(昭和61年7月14日 初稿成る。平成元年11月5日 推敵加筆終える〉
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